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第 １ 章  総 則  

 （ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 則 は 、 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 （ 平 成 ２ ０ 年 三 浦 市 条

例 第 ２ ０ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 に 基 づ き 、 条 例 の 施

行 に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

 （ そ の 他 の 開 発 事 業 ）  

第 ２ 条  条 例 第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 に よ り 規 則 で 定 め る 行 為 は 、 次 に

掲 げ る も の と す る 。  

 ⑴  駐 車 場 、 資 機 材 置 場 、 ゴ ル フ コ ー ス 及 び 都 市 計 画 法 施 行 令 （  

昭 和 ４ ４ 年 政 令 第 １ ５ ８ 号 ） 第 １ 条 第 ２ 項 各 号 に 掲 げ る 工 作 物

の 建 設  

 ⑵  １ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の 区 域 に わ た っ て 行 う 切 土 若 し

く は 盛 土 又 は そ れ ら を 伴 う 行 為 で 、 当 該 切 土 に よ り 生 じ る 最 大

の 高 低 差 が ２ メ ー ト ル を 超 え 、 又 は 盛 土 に よ り 生 じ る 最 大 の 高

低 差 が １ メ ー ト ル を 超 え る も の （ 国 、 神 奈 川 県 若 し く は 三 浦 市

が 行 う も の 又 は 土 地 改 良 法 （ 昭 和 ２ ４ 年 法 律 第 １ ９ ５ 号 ） 第 ２

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 土 地 改 良 事 業 そ の 他 の ほ 場 整 備 に 係 る も の

を 除 く 。 ）  

（ 特 定 開 発 事 業 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ２ 条 第 １ 項 第 ３ 号 に よ り 規 則 で 定 め る も の は 、 次 に

掲 げ る も の と す る 。  

⑴  開 発 行 為 の う ち 開 発 区 域 の 面 積 が ５ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の

も の  

⑵  建 築 の う ち 建 築 物 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の  

ア  高 さ （ 建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 ２ ５ 年 政 令 第 ３ ３ ８ 号 ） 第

２ 条 第 １ 項 第 ６ 号 の 建 築 物 の 高 さ を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が １

２ メ ー ト ル を 超 え る 建 築 物 （ 以 下 「 中 高 層 建 築 物 」 と い

う 。 ）  

イ  延 べ 面 積 （ 建 築 基 準 法 施 行 令 第 ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 本 文 に 規

定 す る 延 べ 面 積 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） が ７ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル
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を 超 え る 建 築 物  

ウ  計 画 戸 数 が １ ２ 戸 以 上 の 住 宅  

⑶  開 発 行 為 又 は 建 築 以 外 の 開 発 事 業 に つ い て は 、 開 発 事 業 区 域

の 面 積 が １ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の  

（ 大 規 模 開 発 事 業 ）  

第 ４ 条  条 例 第 ２ 条 第 １ 項 第 ４ 号 に よ り 規 則 で 定 め る も の は 、 次 に

掲 げ る も の と す る 。  

⑴  開 発 事 業 区 域 の 面 積 が ５ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の  

⑵  建 築 の う ち 建 築 物 が 次 の い ず れ か に 該 当 す る も の  

ア  高 さ が ２ ０ メ ー ト ル を 超 え る 建 築 物  

イ  延 べ 面 積 が ３ ， ０ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル を 超 え る 建 築 物  

ウ  計 画 戸 数 が ５ ０ 戸 以 上 の 住 宅  

（ 開 発 事 業 区 域 の 近 隣 の 範 囲 ）  

第 ５ 条  条 例 第 ２ 条 第 １ 項 第 ８ 号 に よ り 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 区 域

の 近 隣 は 、 次 に 掲 げ る 区 域 の い ず れ か に 該 当 す る 区 域 を い う 。  

⑴  開 発 事 業 区 域 の 境 界 線 か ら 水 平 距 離 で １ ５ メ ー ト ル の 範 囲 内

の 区 域  

⑵  開 発 事 業 に よ り 建 築 さ れ る 中 高 層 建 築 物 に よ り 、 基 準 緯 度

（ 北 緯 ３ ５ 度 ３ ０ 分 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に お け る 冬 至 日 の 真

太 陽 時 の 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で に お い て 日 影 に な る 区 域  

（ 開 発 事 業 区 域 の 周 辺 の 範 囲 ）  

第 ６ 条  条 例 第 ２ 条 第 １ 項 第 ９ 号 に よ り 規 則 で 定 め る 開 発 事 業 区 域

の 周 辺 は 、 次 に 掲 げ る 区 域 の い ず れ か に 該 当 す る 区 域 を い う 。  

⑴  開 発 事 業 区 域 の 境 界 線 か ら 水 平 距 離 で ３ ０ メ ー ト ル の 範 囲 内

の 区 域  

⑵  開 発 事 業 に よ り 建 築 さ れ る 中 高 層 建 築 物 に よ り 、 基 準 緯 度 に

お け る 冬 至 日 の 真 太 陽 時 の 午 前 ９ 時 か ら 午 後 ３ 時 ま で に お い て

日 影 に な る 区 域  

   第 ２ 章  条 例 に 基 づ く 届 出 、 申 請 等 の 方 法  

第 ７ 条  条 例 に 基 づ き 行 う 届 出 、 申 請 等 に 関 し 用 い る 様 式 そ の 他 届
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出 、 申 請 等 の 方 法 に つ い て は 、 第 １ ４ 条 第 ３ 項 、 第 １ ６ 条 、 第 ５

８ 条 第 ２ 項 、 第 ６ １ 条 第 ２ 項 、 第 ６ ３ 条 第 ２ 項 及 び 別 表 第 ２ に 定

め る も の の ほ か 、 別 表 第 １ 、 別 表 第 ３ 及 び 別 表 第 ４ に 定 め る と こ

ろ に よ る 。  

   第 ３ 章  市 民 に よ る ま ち づ く り 協 議 会 及 び ま ち づ く り 計 画  

 （ 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 の 登 録 通 知 及 び 公 告 ）  

第 ８ 条  市 長 は 、 条 例 第 ６ 条 第 ３ 項 に よ り 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 の

登 録 を 行 っ た と き は 、 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 登 録 通 知 書 （ 第 １ 号

様 式 ） に よ り 、 当 該 協 議 会 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  条 例 第 ６ 条 第 ４ 項 に よ り 市 長 が 公 告 す べ き 内 容 は 、 次 の と お り

と す る 。  

 ⑴  団 体 の 名 称 及 び 所 在 地  

 ⑵  登 録 年 月 日  

 ⑶  地 区 ま ち づ く り 区 域  

 ⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ 地 区 ま ち づ く り 計 画 の 認 定 通 知 及 び 公 告 ）  

第 ９ 条  市 長 は 、 条 例 第 ７ 条 第 ３ 項 に よ り 地 区 ま ち づ く り 計 画 の 認

定 を 行 っ た と き は 、 地 区 ま ち づ く り 計 画 認 定 通 知 書 （ 第 ２ 号 様

式 ） に よ り 、 当 該 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 に 通 知 す る も の と す る 。  

２  条 例 第 ７ 条 第 ４ 項 に よ り 市 長 が 公 告 す べ き 内 容 は 、 次 の と お り

と す る 。  

 ⑴  協 議 会 の 名 称  

 ⑵  計 画 の 名 称  

 ⑶  計 画 の 内 容  

 ⑷  認 定 年 月 日  

 ⑸  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 の 登 録 通 知 及 び 公 告 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、 条 例 第 ８ 条 第 ３ 項 に よ り テ ー マ 型 ま ち づ く り 協

議 会 の 登 録 を 行 っ た と き は 、 テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 登 録 通 知

書 （ 第 ３ 号 様 式 ） に よ り 、 当 該 協 議 会 に 通 知 す る も の と す る 。  
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２  条 例 第 ８ 条 第 ４ 項 に よ り 市 長 が 公 告 す べ き 内 容 は 、 次 の と お り

と す る 。  

 ⑴  団 体 の 名 称 及 び 所 在 地  

 ⑵  登 録 年 月 日  

 ⑶  団 体 の 掲 げ る ま ち づ く り の テ ー マ  

 ⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 の 認 定 通 知 及 び 公 告 ）  

第 １ １ 条  市 長 は 、 条 例 第 ９ 条 第 ３ 項 に よ り テ ー マ 型 ま ち づ く り 計

画 の 認 定 を 行 っ た と き は 、 テ ー マ 型 ま ち づ く り 計 画 認 定 通 知 書

（ 第 ４ 号 様 式 ） に よ り 、 当 該 テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 に 通 知 す

る も の と す る 。  

２  条 例 第 ９ 条 第 ４ 項 に よ り 市 長 が 公 告 す べ き 内 容 は 、 次 の と お り

と す る 。  

 ⑴  協 議 会 の 名 称  

 ⑵  計 画 の 名 称  

 ⑶  計 画 の 内 容  

 ⑷  認 定 年 月 日  

 ⑸  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 及 び テ ー マ 型 ま ち づ く り 協 議 会 に 対 す る

支 援 ）  

第 １ ２ 条  条 例 第 １ １ 条 に よ る 地 区 ま ち づ く り 協 議 会 及 び テ ー マ 型

ま ち づ く り 協 議 会 へ の 支 援 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 行 う も の

と す る 。  

 ⑴  当 該 協 議 会 の 行 う 会 議 、 主 宰 す る 会 合 等 （ 当 該 協 議 会 の 目 的

に 沿 っ た 内 容 の も の に 限 る 。 ） の 場 所 の 提 供  

 ⑵  ま ち づ く り に 関 す る 情 報 の 提 供  

 ⑶  ま ち づ く り に 関 す る 専 門 的 知 見 を 有 す る 者 又 は 市 職 員 の 派 遣  

 ⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

   第 ４ 章  単 体 型 施 設 整 備 計 画 及 び 一 体 整 備 型 ま ち づ く り 計 画  

第 １ ３ 条  条 例 第 １ ２ 条 第 ２ 項 及 び 第 １ ３ 条 第 ２ 項 に よ り 市 長 が 公
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告 す べ き 内 容 は 、 次 の と お り と す る 。  

 ⑴  計 画 の 名 称  

 ⑵  計 画 区 域 そ の 他 の 計 画 の 概 要  

 ⑶  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

２  条 例 第 １ ２ 条 第 ３ 項 及 び 第 １ ３ 条 第 ３ 項 の 規 則 で 定 め る 措 置 は 、

次 に 掲 げ る も の と し 、 市 民 を 対 象 と し た ワ ー ク シ ョ ッ プ の 開 催 等

広 く 市 民 の 意 見 の 反 映 を 図 る こ と が で き る 方 法 に よ り 行 う も の と

す る 。  

⑴  市 民 に 対 す る 当 該 計 画 に 係 る 情 報 の 提 供  

⑵  市 民 の 意 向 調 査  

⑶  市 民 と の 意 見 交 換  

⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 措 置  

   第 ５ 章  開 発 事 業 の 手 続  

 （ 事 前 協 議 の 対 象 事 項 、 方 法 及 び 報 告 ）  

第 １ ４ 条  条 例 第 １ ９ 条 第 １ 項 に よ り 市 長 と 事 業 者 が 行 う 協 議 は 、

次 に 掲 げ る も の と す る 。  

 ⑴  条 例 第 １ ４ 条 に よ る 開 発 事 業 の 内 容 に 関 す る 協 議  

 ⑵  条 例 第 ３ ０ 条 第 ２ 項 に よ り 事 業 者 が 講 ず る 措 置 に 関 す る 協 議  

 ⑶  条 例 第 ３ ９ 条 及 び 第 ６ 章 の 規 定 に よ る 開 発 事 業 の 内 容 に 関 す

る 協 議  

 ⑷  前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 市 の 各 施 策 に 関 す る 協 議  

２  前 項 に よ る 協 議 は 、 市 長 の 指 示 す る 部 課 等 と 行 う ほ か 、 必 要 に

応 じ 、 市 長 の 指 示 す る 市 の 機 関 、 国 又 は 他 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関

又 は 当 該 各 機 関 の 補 助 機 関 （ 部 課 等 の 組 織 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ）

と 行 う も の と す る 。  

３  前 項 に よ り 市 長 の 指 示 す る 部 課 等 又 は 市 長 の 指 示 す る 機 関 等 と

の 協 議 が 終 了 し た 場 合 は 、 当 該 協 議 の 結 果 に つ い て 、 協 議 を 行 っ

た 部 課 等 又 は 機 関 等 に 報 告 し て 確 認 を 受 け る と と も に 、 市 長 に 報

告 し な け れ ば な ら な い 。  

４  前 項 に お け る 書 類 の 提 出 方 法 等 に つ い て は 、 別 表 第 ２ に 定 め る
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と こ ろ に よ る 。  

 （ 公 聴 会 の 開 催 の 公 告 ）  

第 １ ５ 条  市 長 は 、 条 例 第 ２ ２ 条 第 ３ 項 に よ り 公 聴 会 を 開 催 す る 場

合 は 、 当 該 開 催 の 日 の 前 ２ １ 日 以 内 に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 公 告 す

る も の と す る 。  

 ⑴  開 催 日 時 及 び 場 所  

 ⑵  開 発 事 業 の 名 称 及 び 開 発 事 業 区 域 の 位 置  

 ⑶  周 辺 住 民 等 又 は 事 業 者 に よ る 意 見 陳 述 の 申 出 の 期 限  

 ⑷  そ の 他 市 長 が 必 要 と 認 め る 事 項  

 （ 公 聴 会 に お け る 意 見 陳 述 の 申 出 ）  

第 １ ６ 条  周 辺 住 民 等 又 は 事 業 者 は 、 公 聴 会 に お い て 意 見 を 陳 述 し

よ う と す る と き は 、 別 表 第 ２ に 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 申 し 出

な け れ ば な ら な い 。  

 （ 公 述 人 の 選 定 等 ）  

第 １ ７ 条  市 長 は 、 公 聴 会 の 運 営 を 円 滑 に 行 う た め 、 前 条 の 規 定 に

よ り 申 出 の あ っ た 者 の う ち か ら 、 公 聴 会 に お い て 意 見 を 述 べ る こ

と が で き る 者 （ 以 下 「 公 述 人 」 と い う 。 ） を あ ら か じ め 選 任 す る

も の と す る 。  

２  市 長 は 、 公 聴 会 の 運 営 を 円 滑 に 行 う た め 必 要 が あ る と き は 、 公

述 人 が 意 見 を 述 べ る 時 間 を あ ら か じ め 定 め る こ と が で き る 。  

３  市 長 は 、 前 ２ 項 に よ り 公 述 人 又 は 公 述 人 が 意 見 を 述 べ る 時 間 を

定 め た 場 合 に は 、 当 該 公 述 人 に 対 し 、 公 聴 会 の 開 催 前 に そ の 旨 を

通 知 し な け れ ば な ら な い 。  

４  市 長 は 、 公 聴 会 の 運 営 上 必 要 が あ る と き は 、 公 聴 会 へ の 参 考 人

の 出 席 を 求 め 、 説 明 又 は 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お

い て 、 参 考 人 と な る 者 に つ い て は 、 当 該 開 発 事 業 に 係 る 周 辺 住 民

等 又 は 事 業 者 で あ る か 否 か を 問 わ な い も の と す る 。  

 （ 公 聴 会 の 議 長 及 び 進 行 管 理 ）  

第 １ ８ 条  公 聴 会 の 議 長 は 、 市 職 員 の う ち か ら 市 長 が 指 名 す る 。  

２  議 長 は 、 公 述 人 が あ ら か じ め 定 め た 時 間 を 超 え て 意 見 を 述 べ た
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と き 又 は 当 該 開 発 事 業 と 無 関 係 な 発 言 、 不 規 則 な 発 言 若 し く は 不

穏 当 な 発 言 が あ っ た と き は 、 公 述 人 の 発 言 を 禁 止 し 、 又 は 公 述 人

に 退 場 を 命 ず る こ と が で き る 。  

３  議 長 は 、 公 聴 会 の 秩 序 を 維 持 し 、 そ の 運 営 を 円 滑 に 行 う た め に

必 要 が あ る と き は 、 傍 聴 人 の 入 場 を 制 限 し 、 又 は 傍 聴 人 に 退 場 を

命 ず る こ と が で き る 。  

４  議 長 は 、 公 述 内 容 を 明 ら か に す る た め に 、 公 述 人 に 対 し て 質 疑

す る こ と が で き る 。  

５  前 ３ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 議 長 は 、 公 聴 会 の 運 営 に 関 し 必 要

な 措 置 を と る こ と が で き る 。  

 （ 開 発 事 業 計 画 の 確 認 通 知 ）  

第 １ ９ 条  条 例 第 ２ ６ 条 の 規 則 で 定 め る 書 類 は 、 開 発 事 業 計 画 確 認

通 知 書 （ 第 ５ 号 様 式 ） と す る 。  

 （ 特 定 開 発 事 業 の 内 容 の 軽 微 な 変 更 及 び 口 頭 に よ る 変 更 の 届 出 ）  

第 ２ ０ 条  条 例 第 ３ ２ 条 第 １ 項 た だ し 書 及 び 第 ２ 項 た だ し 書 に よ り

規 則 で 定 め る 特 定 開 発 事 業 の 軽 微 な 変 更 は 、 次 の い ず れ に も 該 当

す る も の と す る 。  

 ⑴  開 発 事 業 区 域 の 近 隣 又 は 周 辺 の 範 囲 に 変 更 を 生 じ な い も の  

 ⑵  次 に 掲 げ る 事 項 の 変 更 で 、 当 該 変 更 に 当 た り 、 条 例 第 １ ６ 条

か ら 第 ２ ７ 条 ま で の 規 定 の 例 に よ り 手 続 を 行 う 必 要 が な い と 市

長 が 認 め る も の  

  ア  開 発 事 業 区 域 の 位 置 又 は 規 模  

  イ  建 築 物 、 工 作 物 、 構 造 物 そ の 他 物 件 の 位 置 、 規 模 又 は 構 造  

  ウ  敷 地 の 位 置 、 規 模 又 は 形 状  

  エ  開 発 事 業 に 係 る 工 事 の 施 行 方 法  

  オ  前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 条 例 第 ２ ５ 条 に よ り 締 結 さ れ

た 協 定 事 項  

２  条 例 第 ３ ２ 条 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 特 定 開 発 事 業 の 内 容 の

変 更 に 係 る 同 条 第 ３ 項 に よ る 届 出 は 、 口 頭 で 行 う こ と が で き る も

の と す る 。  
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 （ 工 事 完 了 検 査 済 み の 通 知 ）  

第 ２ １ 条  条 例 第 ３ ４ 条 第 ３ 項 の 規 則 で 定 め る 書 類 は 、 工 事 完 了 検

査 済 通 知 書 （ 第 ６ 号 様 式 ） と す る 。  

   第 ６ 章  特 定 開 発 事 業 に 係 る 基 準  

    第 １ 節  建 築 物 の 敷 地 に 関 す る 基 準  

 （ 敷 地 の 細 分 化 の 禁 止 ）  

第 ２ ２ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 の 完 了 後 に お い て 、 当 該 開 発 事 業 に

よ り 造 成 さ れ た 建 築 物 の 敷 地 に つ い て 、 条 例 第 ４ ０ 条 に 規 定 す る

建 築 物 の 敷 地 面 積 の 最 低 限 度 に 違 反 す る 細 分 化 を 行 っ て は な ら な

い 。  

２  事 業 者 は 、 前 項 の 敷 地 を 譲 渡 す る 場 合 は 、 当 該 譲 渡 後 に お い て

同 項 に 違 反 す る 細 分 化 が 行 わ れ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

    第 ２ 節  生 活 環 境 の 整 備 に 関 す る 基 準  

 （ 駐 車 場 等 の 整 備 ）  

第 ２ ３ 条  事 業 者 は 、 別 表 第 ５ の 規 定 に 従 っ て 、 駐 車 ス ペ ー ス 、 駐

車 場 そ の 他 の 駐 車 の た め の 施 設 （ 以 下 「 駐 車 場 等 」 と い う 。 ） を

整 備 し 、 又 は 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 集 会 施 設 の 整 備 ）  

第 ２ ４ 条  事 業 者 は 、 別 表 第 ６ の 規 定 に 従 っ て 、 集 会 所 そ の 他 の 集

会 施 設 （ 以 下 単 に 「 集 会 施 設 」 と い う 。 ） を 整 備 し な け れ ば な ら

な い 。  

２  事 業 者 は 、 集 会 施 設 に つ い て 、 第 ４ ８ 条 第 １ 項 に よ る 協 議 に 基

づ く 特 別 な 定 め の な い 限 り 、 事 業 者 又 は 当 該 施 設 の 利 用 者 に お い

て 適 切 に 維 持 管 理 さ れ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

（ ご み 集 積 施 設 の 整 備 等 ）  

第 ２ ５ 条  事 業 者 は 、 別 表 第 ７ の 規 定 に 従 っ て 、 ご み 集 積 施 設 を 整

備 し な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 前 項 の ご み 集 積 施 設 に つ い て 、 第 ４ ８ 条 第 １ 項 に よ

る 協 議 に 基 づ く 特 別 な 定 め の な い 限 り 、 事 業 者 又 は 当 該 施 設 の 利

用 者 に お い て 適 切 に 維 持 管 理 さ れ る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  



  令和３年４月１日施行 

10 

 

 （ 供 給 施 設 の 整 備 ）  

第 ２ ６ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 に 整 備 さ れ る 電 気 、 ガ ス そ の

他 の 供 給 施 設 に つ い て は 、 安 全 で 快 適 な 生 活 環 境 に 資 す る も の と

な る よ う 、 そ の 整 備 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 （ 水 道 事 業 と の 協 議 等 ）  

第 ２ ７ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 整 備 す る 上 水 道 施 設 に つ い て 、  

三 浦 市 水 道 事 業 と 協 議 の 上 、 三 浦 市 水 道 事 業 給 水 条 例 （ 昭 和 ３ ４

年 三 浦 市 条 例 第 １ ２ 号 ） そ の 他 同 事 業 が 定 め る 規 定 に 従 っ て 、 必

要 と な る 手 続 等 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 （ 障 害 者 、 高 齢 者 等 の た め の 施 設 整 備 等 ）  

第 ２ ８ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 の 施 行 に 当 た っ て は 、 誰 も が 安 心 し

て 暮 ら す こ と が で き る 福 祉 社 会 の 実 現 の た め 、 市 又 は 神 奈 川 県 の

施 策 に 従 っ て 、 障 害 者 、 高 齢 者 等 の 安 全 で 快 適 な 生 活 に 資 す る た

め の 施 設 整 備 等 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 （ 住 居 表 示 の 実 施 費 用 の 負 担 ）  

第 ２ ９ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 開 発 事 業 区 域 内 の 住 居 表 示 の

実 施 を 要 す る 場 合 は 、 当 該 実 施 に 係 る 費 用 を 負 担 し な け れ ば な ら

な い 。  

    第 ３ 節  廃 棄 物 の 処 理 及 び 減 量 化 に 関 す る 基 準  

 （ 開 発 事 業 の 施 行 に 伴 う 廃 棄 物 の 適 正 処 理 ）  

第 ３ ０ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 の 施 行 に 伴 い 排 出 さ れ る 廃 棄 物 に つ

い て 、 法 令 に 基 づ き 適 正 に 処 理 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 廃 棄 物 の 減 量 化 ）  

第 ３ １ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り 築 造 さ れ る 住 宅 、 施 設 等 か ら

排 出 さ れ る 廃 棄 物 に つ い て 、 そ の 減 量 化 に 努 め る と と も に 、 当 該

住 宅 、 施 設 等 の 利 用 者 に お い て も 、 同 様 に 減 量 化 が 図 ら れ る よ う

に し な け れ ば な ら な い 。  

    第 ４ 節  環 境 の 保 全 等 に 関 す る 基 準  

 （ 生 活 環 境 の 保 全 の た め の 措 置 ）  

第 ３ ２ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 、 周 囲 の 日 照 、 通 風 を 害 さ な
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い よ う 努 め る と と も に 、 風 害 、 電 波 障 害 、 生 活 用 水 源 の 汚 染 そ の

他 の 事 由 に よ り 周 囲 の 生 活 環 境 へ の 悪 影 響 が 生 じ な い よ う に し な

け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 、 周 囲 の 生 活 環 境 に 与 え る 影 響 等 に

つ い て あ ら か じ め 十 分 な 調 査 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

こ の 場 合 に お い て 、 事 業 者 は 、 市 長 が 必 要 と 認 め る と き は 、 当 該

調 査 結 果 に つ い て 市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

３  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 、 悪 臭 、 振 動 、 騒 音 等 に よ り 周 囲 の

生 活 環 境 に 影 響 を 与 え る お そ れ の あ る 施 設 を 設 置 す る 場 合 に は 、

緩 衝 緑 地 の 設 置 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 （ 営 農 環 境 の 保 全 ）  

第 ３ ３ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 、 か ん が い 用 水 源 の 枯 渇 又 は

汚 染 、 開 発 事 業 区 域 の 排 水 の 農 地 へ の 流 入 そ の 他 の 事 由 に よ り 、

周 囲 の 農 地 に お け る 営 農 に 支 障 が 生 ず る こ と の な い よ う 、 あ ら か

じ め 調 査 等 を 行 う と と も に 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

（ 既 存 の 名 称 等 に 関 す る 配 慮 ）  

第 ３ ４ 条  事 業 者 は 、 建 築 物 、 住 宅 団 地 そ の 他 の 開 発 事 業 に よ り 造

成 又 は 築 造 さ れ る 物 件 に 関 し 、 当 該 物 件 を 広 告 し 、 又 は 販 売 す る

に 当 た り 名 称 を 付 す る 場 合 に は 、 市 内 に お け る 地 名 そ の 他 既 存 の

名 称 等 に 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 建 築 協 定 等 の 活 用 ）  

第 ３ ５ 条  事 業 者 は 、 将 来 に わ た る 開 発 事 業 区 域 内 の 土 地 利 用 の 適

正 化 及 び 良 好 な 生 活 環 境 の 確 保 の た め 、 建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年

法 律 第 ２ ０ １ 号 ） 第 ６ ９ 条 に 規 定 す る 建 築 協 定 の 締 結 そ の 他 の 手

続 を 活 用 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 （ 緑 化 ）  

第 ３ ６ 条  事 業 者 は 、 別 表 第 ８ の 規 定 に 従 っ て 、 開 発 事 業 区 域 内 に

植 栽 地 を 整 備 し 、 又 は 確 保 し な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 の 既 存 の 植 生 の 保 存 に 努 め な け れ ば

な ら な い 。  
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    第 ５ 節  公 有 財 産 等 に 関 す る 基 準  

 （ 公 有 財 産 等 に 関 す る 措 置 ）  

第 ３ ７ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 に あ り 、 又 は 開 発 事 業 区 域 に

隣 接 し 、 若 し く は 近 接 す る 市 の 公 有 財 産 そ の 他 公 共 的 団 体 の 所 有

又 は 管 理 す る 財 産 に つ い て 、 開 発 事 業 の 施 行 に 当 た り 、 敷 地 境 界

の 確 認 、 保 全 そ の 他 条 例 第 ３ ０ 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ く 必 要 な 措

置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

    第 ６ 節  文 化 財 の 保 護 に 関 す る 基 準  

 （ 文 化 財 の 保 護 ）  

第 ３ ８ 条  事 業 者 は 、 条 例 第 １ ６ 条 に よ る 相 談 に 際 し 、 埋 蔵 文 化 財

そ の 他 の 文 化 財 の 保 存 等 に つ い て 、 教 育 委 員 会 （ 当 該 権 限 が 委 任

さ れ て い る と き は 、 当 該 委 任 を 受 け た 者 。 以 下 同 じ 。 ） に 相 談 を

行 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 の 施 行 に 伴 い 埋 蔵 文 化 財 を 発 見 し た と き は 、

直 ち に 施 行 を 中 断 し て 教 育 委 員 会 に 報 告 を 行 う と と も に 、 そ の 発

掘 、 保 存 等 に つ い て 協 議 を 行 い 、 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら

な い 。  

３  事 業 者 は 、 文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ １ ４ 号 ） に 規 定

す る も の の ほ か 、 開 発 事 業 区 域 が 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 に 隣 接

し 、 若 し く は 近 接 し て い る と き 又 は 開 発 事 業 区 域 の 周 囲 の 地 形 、

現 況 等 か ら 埋 蔵 文 化 財 が 所 在 す る 可 能 性 が あ る と 教 育 委 員 会 が 認

め る と き は 、 試 掘 そ の 他 の 文 化 財 の 保 存 の た め の 調 査 等 に 協 力 し

な け れ ば な ら な い 。  

    第 ７ 節  消 防 、 防 災 、 防 犯 及 び 交 通 安 全 に 関 す る 基 準  

 （ 消 防 防 災 施 設 の 整 備 ）  

第 ３ ９ 条  事 業 者 は 、 別 表 第 ９ の 規 定 に 従 い 、 次 に 掲 げ る も の の ほ

か 、 市 長 、 横 須 賀 市 消 防 長 （ 補 助 機 関 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） そ の

他 の 関 係 機 関 の 指 示 す る 施 設 等 を 設 置 又 は 整 備 し な け れ ば な ら な

い 。  

⑴  消 防 水 利 及 び そ の 関 係 施 設  
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⑵  消 火 活 動 用 空 地 等  

⑶  防 災 行 政 用 無 線 受 信 施 設  

（ 防 犯 施 設 の 整 備 等 ）  

第 ４ ０ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 市 長 が 必 要 と 認 め る と き は 、

開 発 事 業 区 域 内 又 は そ の 周 囲 に 、 防 犯 灯 そ の 他 の 防 犯 施 設 を 整 備

し な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 前 項 に 定 め る も の の ほ か 開 発 事 業 に 関 す る 防 犯 対 策

に つ い て 、 警 察 署 そ の 他 の 関 係 機 関 と 協 議 を 行 う よ う 努 め な け れ

ば な ら な い 。  

 （ 交 通 安 全 施 設 の 設 置 ）  

第 ４ １ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 に 整 備 す る 道 路 そ の 他 開 発 事

業 に 関 連 し 整 備 す る 道 路 に つ い て 、 別 表 第 １ ０ の 規 定 に 従 い 、 必

要 な 交 通 安 全 施 設 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 伴 い 市 長 が 必 要 と 認 め る 交 通 安 全 施 設 の

あ る 場 合 に は 、 こ れ を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

（ そ の 他 の 交 通 安 全 対 策 ）  

第 ４ ２ 条  事 業 者 は 、 条 例 第 ３ ０ 条 第 ２ 項 に 定 め る も の の ほ か 、 開

発 事 業 の 施 行 に 伴 う 工 事 関 係 車 両 の 通 行 等 に 関 し 、 周 囲 の 交 通 安

全 の 確 保 の た め 市 長 そ の 他 の 市 の 機 関 が 必 要 と 認 め る 措 置 を 講 じ

な け れ ば な ら な い 。  

第 ４ ３ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に 関 し 必 要 と な る 交 通 安 全 施 設 の 整

備 及 び 開 発 事 業 の 施 行 に 伴 う 交 通 安 全 対 策 に つ い て 、 市 長 そ の 他

の 市 の 機 関 と 行 う 協 議 を 除 く ほ か 、 警 察 署 そ の 他 の 関 係 機 関 と 協

議 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

    第 ８ 節  そ の 他 の 公 共 施 設 等 の 整 備 に 関 す る 基 準  

 （ 公 共 用 施 設 の 整 備 計 画 へ の 適 合 ）  

第 ４ ４ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 に 都 市 計 画 法 （ 昭 和 ４ ３ 年 法

律 第 １ ０ ０ 号 ） そ の 他 の 法 令 の 規 定 に 基 づ く 道 路 、 公 園 、 河 川 、

公 共 下 水 道 等 の 整 備 の 計 画 が あ る と き は 、 開 発 事 業 の 内 容 が 当 該

計 画 に 適 合 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  
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（ 道 路 の 整 備 ）  

第 ４ ５ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 そ の 他 開 発 事 業 に 関 連

す る 道 路 及 び そ れ ら の 付 帯 施 設 （ 第 ４ １ 条 の 規 定 に よ る 交 通 安 全

施 設 を 含 む 。 ） に つ い て 、 別 表 第 １ ０ の 規 定 に 従 っ て 整 備 し な け

れ ば な ら な い 。  

 （ 公 園 の 整 備 ）  

第 ４ ６ 条  事 業 者 は 、 別 表 第 １ １ の 規 定 に 基 づ き 、 開 発 事 業 区 域 内

に 公 園 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 河 川 又 は 水 路 の 整 備 ）  

第 ４ ７ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 に 整 備 計 画 の あ る 河 川 若 し く

は 水 路 （ 三 浦 市 水 路 の 管 理 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ６ 年 三 浦 市 条

例 第 １ ７ 号 ） 第 ２ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 水 路 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

が 含 ま れ 、 又 は 第 ５ ５ 条 第 ２ 項 に よ り 行 う 整 備 の ほ か 開 発 事 業 に

関 し 河 川 若 し く は 水 路 の 整 備 を 要 す る と 市 長 が 認 め る 場 合 は 、 当

該 河 川 又 は 水 路 に つ い て 必 要 な 整 備 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

 （ 公 益 的 施 設 の 管 理 協 議 ）  

第 ４ ８ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り 整 備 さ れ る 公 益 上 必 要 な 施 設

（ 公 用 施 設 、 公 共 用 施 設 を 除 く 。 ） に つ い て は 、 市 長 そ の 他 の 市

の 機 関 と 協 議 の 上 、 そ の 管 理 に つ い て あ ら か じ め 定 め る も の と す

る 。  

２  事 業 者 は 、 前 項 に よ り 事 業 者 又 は そ の 利 用 者 が 管 理 す る こ と と

さ れ た 施 設 に つ い て 、 適 正 に 維 持 管 理 が 行 わ れ る よ う に し な け れ

ば な ら な い 。 当 該 施 設 を 譲 渡 す る 場 合 に お け る 譲 渡 後 の 維 持 管 理

に つ い て も 、 同 様 と す る 。  

 （ 施 設 の 移 管 等 ）  

第 ４ ９ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り 整 備 さ れ る 公 用 施 設 、 公 共 用

施 設 及 び 前 条 に よ り 市 が 管 理 す る こ と と な る 公 益 上 必 要 な 施 設 に

つ い て 、 市 に 無 償 で 提 供 す る も の と す る 。  

２  事 業 者 は 、 前 項 の 施 設 に つ い て 、 不 動 産 登 記 そ の 他 の 市 へ の 提

供 、 移 管 等 の 手 続 に 要 す る 費 用 を 負 担 す る と と も に 、 法 令 そ の 他
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の 規 定 に よ り 市 が 当 該 施 設 を 管 理 す る た め に 必 要 と な る 管 理 図 面 、

台 帳 そ の 他 の 図 書 の 整 備 に 要 す る 費 用 を 負 担 し な け れ ば な ら な い 。  

３  事 業 者 は 、 第 １ 項 の 施 設 の 市 へ の 提 供 、 移 管 等 の 手 続 に 際 し 必

要 と な る 図 書 に つ い て 、 条 例 第 ３ ３ 条 の 規 定 に よ る 届 出 （ 都 市 計

画 法 第 ２ ９ 条 第 １ 項 又 は 同 法 第 ３ ５ 条 の ２ 第 １ 項 の 許 可 を 受 け て

行 う 開 発 行 為 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 同 法 第 ３ ６ 条 第 １ 項 の 規 定

に 基 づ く 工 事 完 了 の 届 出 ） の 前 に 、 市 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 移 管 さ れ る 植 栽 の 管 理 ）  

第 ５ ０ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 に よ り 市 に 移 管 さ れ る こ と と な る 樹

木 そ の 他 の 植 栽 に つ い て は 、 移 管 の 日 か ら １ 年 間 は 、 事 業 者 、 そ

の 権 利 の 承 継 者 等 に よ り 適 切 に 管 理 さ れ る よ う に し な け れ ば な ら

な い 。  

    第 ９ 節  汚 水 処 理 そ の 他 排 水 処 理 に 関 す る 基 準  

（ 汚 水 処 理 ）  

第 ５ １ 条  事 業 者 は 、 公 共 下 水 道 の 処 理 区 域 内 で 開 発 事 業 に 係 る 汚

水 を 排 除 す る と き は 、 三 浦 市 下 水 道 条 例 （ 平 成 ９ 年 三 浦 市 条 例 第

５ 号 ） の 規 定 そ の 他 本 市 の 公 共 下 水 道 計 画 の 内 容 に 従 っ て 、 排 水

設 備 の 設 置 そ の 他 の 必 要 な 整 備 、 手 続 等 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 公 共 下 水 道 の 処 理 区 域 外 で 開 発 事 業 を 行 う と き は 、

浄 化 槽 法 （ 昭 和 5 8 年 法 律 第 4 3 号 ） そ の 他 関 係 法 令 に 従 っ て 、

汚 水 処 理 施 設 の 整 備 等 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。  

３  事 業 者 は 、 前 項 の 汚 水 処 理 施 設 に つ い て 、 事 業 者 又 は 当 該 施 設

の 利 用 者 に お い て 適 切 に 維 持 管 理 が さ れ る よ う に し な け れ ば な ら

な い 。  

 （ 雨 水 等 の 区 域 内 処 理 ）  

第 ５ ２ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 の 雨 水 又 は 汚 水 処 理 施 設 か ら

の 排 出 水 （ 以 下 「 雨 水 等 」 と い う 。 ） を 処 理 し よ う と す る 場 合 は 、

開 発 事 業 区 域 内 に お い て 地 下 に 浸 透 さ せ る 等 の 方 法 に よ り 、 雨 水

等 の 開 発 事 業 区 域 外 へ の 流 出 抑 制 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 こ の

場 合 に お い て 、 開 発 事 業 区 域 の 内 外 の 地 形 、 地 質 そ の 他 処 理 に 伴
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う 安 全 性 に 関 し 、 十 分 な 調 査 を 行 う と と も に 、 周 囲 に 出 水 等 の 被

害 が 生 じ な い よ う に し な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 市 長 が 必 要 と 認 め る と き は 、 前 項 の 調 査 結 果 に つ い

て 市 長 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

３  開 発 事 業 区 域 内 の 雨 水 等 を 地 下 に 浸 透 さ せ る 等 の 方 法 に よ り 処

理 す る 施 設 （ 以 下 「 雨 水 等 浸 透 施 設 」 と い う 。 ） の 整 備 に 当 た っ

て は 、 別 表 第 1 2 の 規 定 に よ ら な け れ ば な ら な い 。  

４  事 業 者 は 、 前 項 の 雨 水 等 浸 透 施 設 に つ い て 、 事 業 者 又 は 当 該 施

設 の 利 用 者 に お い て 適 切 に 維 持 管 理 が さ れ る よ う に し な け れ ば な

ら な い 。  

（ 区 域 内 の 排 水 施 設 の 整 備 ）  

第 ５ ３ 条  開 発 事 業 区 域 内 の 排 水 施 設 の 整 備 に 当 た っ て は 、 別 表 第

１ ３ の 規 定 に よ ら な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 整 備 の

計 画 に 当 た っ て は 、 開 発 事 業 区 域 外 か ら の 流 入 雨 水 等 に つ い て も

十 分 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

２  開 発 事 業 区 域 内 の 排 水 施 設 は 、 排 水 量 の 把 握 及 び 放 流 先 の 排 水

能 力 の 調 査 を 十 分 に 行 っ た 上 で 、 開 発 事 業 区 域 内 の 下 水 を 有 効 か

つ 適 切 に 排 出 で き る よ う 、 公 共 下 水 道 等 の 排 水 施 設 又 は 河 川 等 公

共 の 水 域 に 接 続 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 公 共 水 域 へ の 放 流 時 の 協 議 ）  

第 ５ ４ 条  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 内 の 排 水 を 周 辺 の 河 川 、 水 路 そ

の 他 の 排 水 施 設 （ 市 の 管 理 に 属 さ な い も の を 含 む 。 ） に 放 流 す る

場 合 は 、 当 該 施 設 に 係 る 排 水 能 力 、 利 水 の 状 況 を 調 査 す る と と も

に 、 そ の 管 理 者 （ 市 長 を 除 く 。 ） そ の 他 利 害 関 係 人 と 協 議 し な け

れ ば な ら な い 。  

 （ 区 域 内 の 排 水 調 整 等 に 関 す る 措 置 ）  

第 ５ ５ 条  開 発 事 業 区 域 内 の 建 築 物 、 道 路 そ の 他 の 施 設 等 に つ い て

は 、 開 発 事 業 区 域 か ら の 雨 水 の 流 出 を 抑 制 し 、 又 は 調 整 す る 構 造

と な る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

２  事 業 者 は 、 開 発 事 業 区 域 か ら の 排 水 の 放 流 先 の 施 設 の 排 水 能 力
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を 勘 案 し 、 周 囲 に 出 水 等 に よ る 被 害 が 生 ず る こ と の な い よ う 、 当

該 施 設 に 関 し 増 強 等 の 整 備 を 行 う ほ か 、 調 整 池 を 設 置 す る 等 必 要

な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 調 整 池 の 容

量 等 は 別 表 第 １ ４ の 規 定 に よ る も の と す る 。  

   第 ７ 章  開 発 事 業 に 係 る 紛 争 調 整  

 （ あ っ せ ん の 開 始 決 定 及 び 通 知 ）  

第 ５ ６ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ２ 条 第 １ 項 に よ る 申 出 の あ っ た と き は 、

当 該 申 出 の 内 容 に 関 し 既 に あ っ せ ん 等 が 行 わ れ て い る 場 合 、 同 項

後 段 に よ る 申 出 に 関 し 相 当 の 理 由 が 認 め ら れ な い 場 合 そ の 他 の 特

別 の 事 情 の あ る 場 合 を 除 き 、 あ っ せ ん を 行 う こ と を 決 定 す る も の

と す る 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 決 定 に つ い て 、 あ っ せ ん 開 始 （ 不 開 始 ） 決 定 通

知 書 （ 第 ７ 号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 （ 当 事 者 の 一 方 か ら 申 出 の

あ っ た 場 合 に お い て 、 あ っ せ ん を 行 わ な い 決 定 を し た 場 合 に あ っ

て は 、 当 該 申 出 を 行 っ た も の ） に 通 知 す る も の と す る 。  

 （ あ っ せ ん の 打 切 り 通 知 ）  

第 ５ ７ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ２ 条 第 ５ 項 に よ り あ っ せ ん を 打 ち 切 る

と き は 、 あ っ せ ん 打 切 り 通 知 書 （ 第 ８ 号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者

に 通 知 す る も の と す る 。  

 （ 調 停 移 行 の 勧 告 及 び 諾 否 の 届 出 ）  

第 ５ ８ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ３ 条 第 １ 項 に よ り 調 停 へ の 移 行 を 勧 告

す る と き は 、 紛 争 当 事 者 に 対 し 、 調 停 移 行 勧 告 書 （ 第 ９ 号 様 式 ）

に よ り 行 う も の と す る 。  

２  前 項 に よ る 勧 告 を 受 け た 紛 争 当 事 者 は 、 当 該 勧 告 に 対 す る 諾 否

に つ い て 、 別 表 第 ２ に 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。  

 （ 調 停 の 開 始 決 定 及 び 通 知 ）  

第 ５ ９ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ３ 条 第 ２ 項 に よ り 調 停 を 開 始 し 、 又 は

調 停 を 行 わ な い 旨 を 決 定 し た と き は 、 調 停 開 始 （ 不 開 始 ） 決 定 通

知 書 （ 第 １ ０ 号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知 す る も の と す る 。  
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 （ 調 停 に 関 す る 三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会 へ の 諮 問 ）  

第 ６ ０ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ３ 条 第 ５ 項 に よ り 、 調 停 案 の 作 成 （ 既

存 の 調 停 案 を 修 正 す る 場 合 を 除 く 。 ） そ の 他 調 停 に 当 た り 必 要 と

認 め る 事 項 に つ い て 、 三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会 に 対 し 諮 問

を 行 う も の と す る 。  

 （ 調 停 案 の 受 諾 勧 告 及 び 諾 否 の 届 出 ）  

第 ６ １ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ３ 条 第 ４ 項 に よ り 調 停 案 の 受 諾 を 勧 告

す る と き は 、 紛 争 当 事 者 に 対 し 、 調 停 案 受 諾 勧 告 書 （ 第 １ １ 号 様

式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

２  前 項 に よ る 勧 告 を 受 け た 紛 争 当 事 者 は 、 当 該 勧 告 に 対 す る 諾 否

に つ い て 、 別 表 第 ２ に 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。  

 （ 調 停 の 打 切 り 通 知 ）  

第 ６ ２ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ３ 条 第 ７ 項 に よ り 調 停 を 打 ち 切 る と き

は 、 調 停 打 切 り 通 知 書 （ 第 １ ２ 号 様 式 ） に よ り 紛 争 当 事 者 に 通 知

す る も の と す る 。  

 （ 紛 争 当 事 者 の 代 表 の 選 定 ）  

第 ６ ３ 条  市 長 は 、 あ っ せ ん 又 は 調 停 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 紛 争 当 事 者 の 中 か ら 、 手 続 に お け る 代 表 者 を １ 人 又 は 数 人

選 任 す る よ う 求 め る こ と が で き る 。  

２  紛 争 当 事 者 は 、 前 項 に よ り 代 表 者 を 選 任 し た と き は 、 別 表 第 ２

に 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

 （ 工 事 の 着 手 の 延 期 等 の 要 請 ）  

第 ６ ４ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ４ 条 に よ り 工 事 の 着 手 の 延 期 等 を 要 請

す る と き は 、 事 業 者 に 対 し 、 工 事 着 手 延 期 ・ 工 事 停 止 要 請 書 （ 第

１ ３ 号 様 式 ） に よ り 行 う も の と す る 。  

   第 ８ 章  優 良 開 発 事 業 計 画  

 （ 優 良 開 発 事 業 計 画 の 認 定 通 知 ）  

第 ６ ５ 条  市 長 は 、 条 例 第 ４ ５ 条 第 ３ 項 に よ る 認 定 を 行 っ た と き は 、

事 業 者 に 対 し 、 優 良 開 発 事 業 計 画 認 定 通 知 書 （ 第 １ ４ 号 様 式 ） に
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よ り 通 知 す る も の と す る 。  

 （ 優 良 開 発 事 業 計 画 に 対 す る 措 置 ）  

第 ６ ６ 条  条 例 第 ４ ６ 条 に よ る 規 則 で 定 め る 措 置 は 、 条 例 第 １ ９ 条

第 １ 項 に よ る 市 長 と の 事 前 協 議 等 を 促 進 す る た め の 、 市 の 職 員 か

ら な る 優 良 開 発 事 業 計 画 の 検 討 会 議 の 設 置 と す る 。  

   第 ９ 章  三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会  

 （ 委 員 会 の 組 織 等 ）  

第 ６ ７ 条  三 浦 市 開 発 事 業 紛 争 調 整 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ）  

に 委 員 長 を 置 き 、 委 員 長 は 委 員 の 互 選 に よ り 定 め る 。  

２  委 員 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 委 員 会 を 代 表 す る 。  

３  委 員 長 に 事 故 あ る と き 又 は 委 員 長 が 欠 け た と き は 、 あ ら か じ め

委 員 長 の 指 名 す る 委 員 が そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

 （ 委 員 会 の 会 議 、 意 見 の 聴 取 等 ）  

第 ６ ８ 条  委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 長 が 招 集 し 、 議 長 と な る 。  

２  委 員 会 の 会 議 は 、 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席 が な け れ ば 開 催 す る こ

と が で き な い 。  

３  委 員 会 の 会 議 の 議 事 は 、 出 席 委 員 の 過 半 数 で 決 し 、 可 否 同 数 の

と き は 、 委 員 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。  

４  委 員 会 の 会 議 は 、 非 公 開 と す る 。 た だ し 、 特 に 必 要 が あ る と き

は 、 委 員 会 の 議 決 に よ り 公 開 す る こ と が で き る 。  

５  委 員 会 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 紛 争 当 事 者 、 当 該 紛 争

に 関 し 専 門 的 知 見 を 有 す る 者 、 市 職 員 そ の 他 の 者 に 対 し 、 委 員 会

の 会 議 へ の 出 席 を 求 め 、 意 見 又 は 説 明 の 聴 取 、 資 料 の 提 供 そ の 他

の 必 要 な 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。  

   第 １ ０ 章  雑 則  

 （ 通 常 の 管 理 行 為 そ の 他 の 行 為 ）  

第 ６ ９ 条  条 例 第 ４ ８ 条 第 ４ 号 に よ り 規 則 で 定 め る 行 為 は 、 都 市 計

画 法 施 行 令 第 ２ ２ 条 各 号 に 掲 げ る 開 発 行 為 及 び 当 該 開 発 行 為 の 目

的 と し て 同 条 各 号 に 掲 げ る 建 築 そ の 他 の 行 為 と す る 。  

 （ 身 分 証 明 書 ）  
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第 ７ ０ 条  条 例 第 ５ １ 条 第 ２ 項 に よ り 職 員 が 携 帯 す る 証 明 書 は 、 身

分 証 明 書 （ 第 １ ５ 号 様 式 ） に よ る も の と す る 。  

 （ 公 表 の 方 法 ）  

第 ７ １ 条  条 例 第 ５ ２ 条 第 １ 項 に よ る 氏 名 等 の 公 表 は 、 公 告 の 手 続

に 準 じ て 行 う ほ か 、 公 衆 の 見 や す い 方 法 に よ り 行 う も の と す る 。  

 （ 委 任 ）  

第 ７ ２ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に

定 め る 。  

   附  則  

 こ の 規 則 は 、 平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 ２ １ 年 ７ 月 ３ １ 日 三 浦 市 規 則 第 ２ ４ 号 ）  

 こ の 規 則 は 、 平 成 ２ １ 年 ８ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 ２ １ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日 三 浦 市 規 則 第 ３ ４ 号 ）  

こ の 規 則 は 、 平 成 ２ ２ 年 １ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 （ 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 １ 日 三 浦 市 規 則 第 ４ 号 ）  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 3 9 条 及 び 別

表 第 ９ の 改 正 規 定 並 び に 次 項 及 び 附 則 第 ３ 項 の 規 定 は 、 平 成 2 9

年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 適 用 区 分 等 ）  

２  こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 （ 以 下

「 新 規 則 」 と い う 。 ） 第 3 9 条 及 び 別 表 第 ９ の 規 定 は 、 次 に 掲 げ

る 開 発 事 業 に つ い て 適 用 し 、 そ れ 以 外 の 開 発 事 業 に 係 る 手 続 及 び

当 該 開 発 事 業 に よ り 整 備 さ れ た 消 防 防 災 施 設 の 取 扱 い に つ い て は 、

な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ １ ）  平 成 2 9 年 ４ 月 １ 日 （ こ の 項 及 び 次 項 に お い て 「 適 用 日 」

と い う 。 ） 以 後 に お い て 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 （ 平 成 2 0 年 三 浦

市 条 例 第 2 0 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 1 6 条 の 規 定 に 基 づ く

事 前 相 談 の 手 続 が 行 わ れ た も の  

（ ２ ）  適 用 日 前 に お い て 同 条 の 規 定 に 基 づ く 事 前 相 談 の 手 続 が 行
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わ れ た も の で あ っ て 、 適 用 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 条 例 第

1 9 条 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ く 開 発 事 業 の 事 前 協 議 書 の 提 出 が 行 わ

れ て い な い も の  

３  前 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て は 、 こ の 規 則 に よ る 改 正

前 の 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に 基 づ き 適 用 日 に お い

て 現 に 行 わ れ 、 又 は 既 に 行 わ れ て い る 当 該 開 発 事 業 に 係 る 相 談 、

協 議 そ の 他 の 手 続 の 状 況 に 応 じ 、 市 長 が 必 要 と 認 め る 範 囲 に お い

て 、 適 用 日 前 に お い て 改 正 前 の 同 規 則 の 規 定 に 基 づ き 行 わ れ た 手

続 を 、 新 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 行 わ れ た も の と み な す 。  

（ 平 成 2 9 年 ４ 月 １ 日 前 に お け る 協 議 の 特 例 ）  

４  改 正 後 の 第 1 4 条 の 規 定 に 基 づ き 平 成 2 9 年 ４ 月 １ 日 前 に 行 う 消

防 防 災 施 設 の 整 備 に 関 す る 協 議 に つ い て は 、 市 長 が 必 要 と 認 め る

範 囲 に お い て 、 改 正 後 の 第 3 9 条 及 び 別 表 第 ９ の 内 容 に 基 づ い て

行 う こ と が で き る 。  

附  則 （ 令 和 ３ 年 １ 月 1 5 日 三 浦 市 規 則 第 １ 号 ）  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 則 は 、 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か

ら 施 行 す る 。  

 （ 適 用 区 分 等 ）  

２  こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 （ 以 下

「 新 規 則 」 と い う 。 ） の 規 定 は 、 次 に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て 適

用 し 、 そ れ 以 外 の 開 発 事 業 の 手 続 及 び 当 該 そ れ 以 外 の 開 発 事 業 に

よ り 整 備 さ れ た 施 設 の 取 扱 い に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

（ １ ）  施 行 日 以 後 に お い て 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 （ 平 成 2 0 年 三

浦 市 条 例 第 2 0 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） 第 1 6 条 の 規 定 に 基 づ

く 事 前 相 談 の 手 続 が は じ め て 行 わ れ た も の  

（ ２ ）  施 行 日 前 に お い て 、 現 に 条 例 第 1 6 条 の 規 定 に 基 づ く 事 前

相 談 の 手 続 が 行 わ れ て い る も の 及 び 当 該 手 続 が 完 了 し て い る も の

で あ っ て 、 施 行 日 の 前 日 ま で の 間 に お い て 、 条 例 第 1 9 条 第 ２ 項

の 規 定 に 基 づ く 開 発 事 業 の 事 前 協 議 書 の 提 出 が 行 わ れ て い な い も
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の  

３  前 項 第 ２ 号 に 掲 げ る 開 発 事 業 に つ い て は 、 こ の 規 則 に よ る 改 正

前 の 三 浦 市 ま ち づ く り 条 例 施 行 規 則 の 規 定 に 基 づ き 施 行 日 に お い

て 現 に 行 わ れ 、 又 は 既 に 行 わ れ て い る 当 該 開 発 事 業 に 係 る 相 談 、

協 議 そ の 他 の 手 続 の 状 況 に 応 じ 、 市 長 が 必 要 と 認 め る 範 囲 に お い

て 、 施 行 日 前 に お い て 改 正 前 の 同 規 則 の 規 定 に 基 づ き 行 わ れ た 手

続 を 、 新 規 則 の 規 定 に 基 づ い て 行 わ れ た も の と み な す 。  
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別 表 第 １ （ 第 ７ 条 関 係 ）  

手 続 の 区 分  手 続 の 方 法  提 出 書 類 の 様 式  添 付 書 類  

条 例 第 ６ 条 第

１ 項 に よ る 地

区 ま ち づ く り

協 議 会 の 登 録

を 受 け た い 団

体 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

地 区 ま ち づ く り 協

議 会 届 出 書  

（ 第 １ ６ 号 様 式 ）  

⑴  団 体 の 規 約 等  

⑵  団 体 の 構 成 員 、  

役 員 等 の 名 簿  

⑶  地 区 ま ち づ く

り 区 域 の 位 置 図  

⑷  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ６ 条 第

５ 項 に よ る 地

区 ま ち づ く り

協 議 会 の 登 録

内 容 の 変 更 の

届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

地 区 ま ち づ く り

協 議 会 変 更 届 出

書  

（ 第 １ ７ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

地 区 ま ち づ く り

協 議 会 解 散 届 出

書  

（ 第 １ ８ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

条 例 第 ７ 条 第

１ 項 に よ る 地

区 ま ち づ く り

計 画 の 認 定 を

受 け た い 計 画

の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

地 区 ま ち づ く り

計 画 届 出 書  

（ 第 １ ９ 号 様 式 ）  

⑴  計 画 書  

⑵  計 画 図 面 （ 縮

尺 ２ ， ５ ０ ０ 分

の １ 程 度 の 地 形

図 に 、 計 画 に 係

る 区 域 、 計 画 の

内 容 等 を 記 載 し

た も の ）  

⑶  計 画 策 定 の 経

過 を 示 す 書 類  

⑷  条 例 第 ７ 条 第

２ 項 に よ る 市 民

等 の 賛 同 を 証 す

る 書 類  

⑸  条 例 第 ７ 条 第

２ 項 に よ る 賛 同

者 の 一 覧 表  

⑹  条 例 第 ７ 条 第

２ 項 に よ る 賛 同

者 の 所 有 す る 土

地 の 目 録  

⑺  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ８ 条 第

１ 項 に よ る テ

ー マ 型 ま ち づ

く り 協 議 会 の

登 録 を 受 け た

い 団 体 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

テ ー マ 型 ま ち づ

く り 協 議 会 届 出

書  

（ 第 ２ ０ 号 様 式 ）  

⑴  団 体 の 規 約 等  

⑵  団 体 の 構 成 員 、  

役 員 等 の 名 簿  

⑶  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ８ 条 第

５ 項 に よ る テ

ー マ 型 ま ち づ

く り 協 議 会 の

登 録 内 容 の 変

更 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

テ ー マ 型 ま ち づ

く り 協 議 会 変 更

届 出 書  

（ 第 ２ １ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

テ ー マ 型 ま ち づ

く り 協 議 会 解 散

届 出 書  

（ 第 ２ ２ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  
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条 例 第 ９ 条 第

１ 項 に よ る テ

ー マ 型 ま ち づ

く り 計 画 の 認

定 を 受 け た い

計 画 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

テ ー マ 型 ま ち づ

く り 計 画 届 出 書  

（ 第 ２ ３ 号 様 式 ）  

⑴  計 画 書  

⑵  計 画 策 定 の 経

過 を 示 す 書 類  

⑶  条 例 第 ９ 条 第

２ 項 に よ る 市 民

等 の 賛 同 を 証 す

る 書 類  

⑷  条 例 第 ９ 条 第

２ 項 に よ る 賛 同

者 の 一 覧 表  

⑸  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 １ ６ 条

第 ２ 項 又 は 第

３ ２ 条 第 １ 項

若 し く は 第 ２

項 に よ る 開 発

事 業 の 事 前 相

談 書 類 の 提 出  

⑴  市 長 に 対 し

必 要 書 類 を ３

部 提 出 す る 。  

⑵  条 例 第 ３ ２

条 第 １ 項 又 は

第 ２ 項 に よ る  

提 出 の 場 合 は 、  

変 更 を 生 じ た

事 項 を 明 示 の

上 、 同 様 に 提

出 す る 。  

開 発 事 業 （ 変 更 ）  

事 前 相 談 書  

（ 第 ２ ４ 号 様 式 ）  

別 表 第 ３ に 定 め る

と こ ろ に よ る 。  

条 例 第 １ ７ 条

第 ２ 項 又 は 第

２ ０ 条 第 ２ 項

に よ る 開 発 事

業 の 概 要 等 を

明 示 し た 表 示

板 の 設 置  

⑴  表 示 板 を 設

置 す る 。  

⑵  条 例 第 １ ７

条 第 ２ 項 に よ

る 表 示 を 終 了

し 、 条 例 第 ２

０ 条 第 ２ 項 に

よ る 表 示 を 行

う 場 合 又 は 各

表 示 の 内 容 に

変 更 が あ っ た

場 合 は 、 各 表

示 に 即 し た 事

項 を 追 記 修 正

し 、 又 は 当 該

変 更 後 の 内 容

及 び 変 更 事 項

に つ い て 追 記

修 正 す る 。  

表 示 板  

（ 第 ２ ５ 号 様 式 ）  

―  

条 例 第 １ ７ 条

第 ３ 項 又 は 第

２ ０ 条 第 ３ 項

に よ る 表 示 板

の 設 置 の 報 告  

⑴  市 長 に 対 し

必 要 書 類 を １

部 提 出 す る 。  

⑵  表 示 の 内 容

の 変 更 等 を 行

っ た 場 合 も 、

同 様 に 提 出 す

る 。  

表 示 板 設 置 等 報

告 書  

（ 第 ２ ６ 号 様 式 ）  

⑴  設 置 さ れ た 表

示 板 の 写 真 （ 表

示 板 の 設 置 状 況

を 遠 景 及 び 近 景

で そ れ ぞ れ 確 認

で き る 写 真 。 た

だ し 、 近 景 の 写

真 に あ っ て は 、

記 載 事 項 が 確 認

で き る も の に す

る こ と 。 ）  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  
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条 例 第 １ ８ 条

第 ４ 項 に よ る

住 民 説 明 会 の

報 告  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を ３ 部 提 出

す る 。  

住 民 説 明 会 報 告

書  

（ 第 ２ ７ 号 様 式 ）  

⑴  説 明 会 に お け

る 配 布 資 料  

⑵  説 明 会 の 議 事

録  

⑶  出 席 者 の 名 簿  

⑷  説 明 の 対 象 と

し た 近 隣 住 民 等

（ 特 定 開 発 事 業

が 大 規 模 開 発 事

業 に 該 当 す る と

き は 、 周 辺 住 民

等 と す る 。 以 下

同 じ 。 ） の 範 囲

を 説 明 す る 書 類  

⑸  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 １ ８ 条

第 ６ 項 に よ る

近 隣 住 民 等 へ

の 説 明 に 関 す

る 報 告  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

個 別 説 明 等 報 告

書  

（ 第 ２ ８ 号 様 式 ）  

⑴  説 明 に 係 る 配

布 資 料  

⑵  説 明 の 対 象 と

し た 近 隣 住 民 等

の 範 囲 を 説 明 す

る 書 類  

⑶  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 １ ９ 条

第 ２ 項 又 は 第

３ ２ 条 第 １ 項

若 し く は 第 ２

項 に よ る 開 発

事 業 の 事 前 協

議 書 類 の 提 出  

⑴  市 長 の 指 示

す る 部 数 の 必

要 書 類 を 市 長

に 提 出 す る 。  

⑵  条 例 第 ３ ２

条 第 １ 項 又 は

第 ２ 項 に よ る  

提 出 の 場 合 は 、  

変 更 を 生 じ た

事 項 を 明 示 の

上 、 同 様 に 提

出 す る 。  

開 発 事 業 （ 変 更 ）

事 前 協 議 書  

（ 第 ２ ９ 号 様 式 ）  

別 表 第 ３ に 定 め る

と こ ろ に よ る 。  

条 例 第 ２ １ 条

第 １ 項 に よ る

意 見 書 の 提 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を ２ 部 提 出

す る 。  

意 見 書  

（ 第 ３ ０ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

条 例 第 ２ １ 条

第 ３ 項 に よ る

見 解 書 の 提 出  

市 長 の 指 示 す る

部 数 の 必 要 書 類

を 市 長 に 提 出 す

る 。  

見 解 書  

（ 第 ３ １ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

条 例 第 ２ ２ 条

第 １ 項 又 は 第

２ 項 に よ る 公

聴 会 の 開 催 請

求  

⑴  周 辺 住 民 等

が 請 求 す る 場  

合 に あ っ て は 、  

周 辺 住 民 等 の

中 か ら 代 表 者

を 定 め 、 市 長

に 対 し 必 要 書

類 を １ 部 提 出

す る 。  

⑵  事 業 者 が 請

求 す る 場 合 に

あ っ て は 、 市

長 に 対 し 必 要

公 聴 会 開 催 請 求

書  

（ 第 ３ ２ 号 様 式 ）  

⑴  請 求 に 関 す る

住 民 等 の 同 意 を

証 す る 書 類 （ 周

辺 住 民 等 が 請 求  

す る 場 合 に 限 る 。 ）  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  
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書 類 を １ 部 提

出 す る 。  

条 例 第 ２ ３ 条

第 １ 項 に よ る

開 発 事 業 計 画

書 の 提 出  

⑴  市 長 に 対 し

必 要 書 類 を ３

部 提 出 す る 。  

⑵  条 例 第 ３ ２

条 第 ２ 項 に よ

る 提 出 の 場 合

は 、 変 更 を 生

じ た 事 項 を 明

示 の 上 、 同 様

に 提 出 す る 。  

開 発 事 業 （ 変 更 ）

計 画 書  

（ 第 ３ ３ 号 様 式 ）  

別 表 第 ４ に 定 め る

と こ ろ に よ る 。  

条 例 第 ２ ９ 条

に よ る 事 業 着

手 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

開 発 事 業 着 手 届

出 書  

（ 第 ３ ４ 号 様 式 ）  

⑴  開 発 事 業 に 係

る 工 事 の 工 程 表  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ３ １ 条

に よ る 特 定 開

発 事 業 に 係 る

工 事 の 施 行 状

況 の 報 告  

工 事 の 施 行 期 間

中 に お い て 、 毎

月 １ 回 、 市 長 に

対 し 必 要 書 類 を

１ 部 提 出 す る 。  

施 行 状 況 報 告 書  

（ 第 ３ ５ 号 様 式 ）  

⑴  工 事 の 施 行 状

況 を 示 す 図 書 （  

土 地 利 用 計 画 図

等 に 施 行 状 況 を  

明 示 す る こ と 。 ）  

⑵  工 事 の 工 程 表  

⑶  工 事 の 状 況 写

真 （ 撮 影 位 置 及

び 撮 影 方 向 を 示

し た 図 面 を 添 え

る こ と 。 ）  

⑷  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ３ ２ 条

第 ３ 項 に よ る

特 定 開 発 事 業

の 内 容 の 変 更

の 届 出  

第 ２ ０ 条 第 ２ 項

に よ る 場 合 を 除

き 、 市 長 に 対 し

必 要 書 類 を １ 部

提 出 す る 。  

開 発 事 業 変 更 届

出 書  

（ 第 ３ ６ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

条 例 第 ３ ３ 条

に よ る 特 定 開

発 事 業 の 工 事

の 完 了 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

開 発 事 業 完 了 届

出 書  

（ 第 ３ ７ 号 様 式 ）  

⑴  公 図 の 写 し  

⑵  竣 工 図 面  

⑶  施 行 前 後 及 び

施 行 中 の 写 真 で

市 長 が 指 示 す る

も の  

⑷  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ３ ７ 条

第 １ 項 に よ る

特 定 開 発 事 業

の 廃 止 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

開 発 事 業 廃 止 届

出 書  

（ 第 ３ ８ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

条 例 第 ３ ８ 条

第 １ 項 に よ る

建 築 計 画 の 届

出  

次 に 掲 げ る 申 請

を 行 う 場 合 に 、

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

建 築 計 画 届 出 書  

（ 第 ３ ９ 号 様 式 ）  

⑴  建 築 確 認 申 請

等 に 係 る 届 出 の

場 合 は 、 建 築 基

準 法 施 行 規 則
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す る 。  

⑴  建 築 確 認 申

請 等  

⑵  道 路 の 位 置

の 指 定 の 申 請  

（ 昭 和 ２ ５ 年 建

設 省 令 第 ４ ０

号 ） 第 １ 条 の ３

に 規 定 す る 建 築

計 画 概 要 書 、 付

近 見 取 図 及 び 配

置 図 の 写 し 又 は

市 長 が 必 要 と 認

め る 書 類  

⑵  道 路 の 位 置 の

指 定 の 申 請 に 係  

る 届 出 の 場 合 は 、  

建 築 基 準 法 施 行

規 則 第 ９ 条 に 規

定 す る 地 籍 図 及

び 付 近 見 取 図 の

写 し  

⑶  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ４ ２ 条

第 １ 項 に よ る

紛 争 の 調 整 の

申 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

紛 争 調 整 申 出 書  

（ 第 ４ ０ 号 様 式 ）  

⑴  申 出 人 の 代 表

者 を 選 任 し た 場

合 に あ っ て は 、

代 表 者 選 任 届 出

書 （ 第 ４ １ 号 様

式 ）  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ４ ５ 条

第 ２ 項 に よ る

優 良 開 発 事 業

計 画 の 認 定 申

請  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

優 良 開 発 事 業 計

画 認 定 申 請 書  

（ 第 ４ ２ 号 様 式 ）  

⑴  良 好 な ま ち づ

く り に 貢 献 す る

開 発 事 業 の 内 容

に つ き 参 考 と な

る 資 料 が あ る 場

合 は 、 当 該 資 料  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 資

料  

条 例 第 ４ ９ 条

第 ２ 項 に よ る

事 業 者 の 地 位

の 承 継 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

承 継 届 出 書  

（ 第 ４ ３ 号 様 式 ）  

⑴  登 記 事 項 証 明

書 そ の 他 の 承 継

が あ っ た こ と を

証 す る 書 類  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

条 例 第 ４ ９ 条

第 ３ 項 に よ る

事 業 者 の 地 位

の 承 継 の 承 認

申 請  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

承 継 承 認 申 請 書  

（ 第 ４ ４ 号 様 式 ）  

⑴  土 地 の 所 有 権 、  

事 業 権 そ の 他 の

特 定 開 発 事 業 の

実 施 に 関 す る 権

原 を 取 得 し た こ

と を 証 す る 書 類  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

  備 考  ⑴  代 理 人 に よ る 届 出 、 申 請 等 の 場 合 は 、 こ の 表 に 定 め

る も の の ほ か 委 任 状 を 添 付 す る こ と 。  
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     ⑵  こ の 表 に 定 め る も の の ほ か 、 届 出 、 申 請 等 の 手 続 の

内 容 に 応 じ 、 特 に 市 長 の 指 示 が あ る 場 合 は 、 こ れ に 従

う こ と 。  

別 表 第 ２ （ 第 ７ 条 、 第 １ ４ 条 、 第 １ ６ 条 、 第 ５ ８ 条 、 第 ６ １ 条 、 第

６ ３ 条 関 係 ）  

手 続 の 区 分  手 続 の 方 法  提 出 書 類 の 様 式  添 付 書 類  

第 １ ４ 条 第 ３

項 に よ る 市 長

の 指 示 す る 部

課 等 又 は 機 関

等 と の 協 議 結

果 の 報 告  

⑴  協 議 を 行 っ

た 部 課 等 又 は

機 関 等 に 必 要

書 類 を 各 ２ 部

提 出 の 上 、 確

認 を 受 け る 。  

⑵  前 号 の 確 認

の 後 に 、 当 該

確 認 を 受 け た

書 類 の う ち １

部 を 市 長 に 提

出 し 、 １ 部 を

事 業 者 が 保 有

す る 。  

協 議 結 果 報 告 書  

（ 第 ４ ５ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

第 １ ６ 条 に よ

る 公 聴 会 に お

け る 意 見 陳 述

の 申 出  

公 聴 会 の 開 催 日

の ７ 日 前 ま で に

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

意 見 陳 述 申 出 書  

（ 第 ４ ６ 号 様 式 ）  

⑴  意 見 陳 述 に 際

し 参 考 と な る 資

料 の あ る 場 合 に

は 、 当 該 資 料  

⑵  そ の 他 市 長 が

必 要 と 認 め る 書

類  

第 ５ ８ 条 第 ２

項 に よ る 調 停

移 行 勧 告 に 対

す る 諾 否 の 届

出  

市 長 の 指 定 す る

期 限 ま で に 、 市

長 に 対 し 必 要 書

類 を １ 部 提 出 す

る 。  

調 停 移 行 勧 告 諾

否 届 出 書  

（ 第 ４ ７ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

第 ６ １ 条 第 ２

項 に よ る 調 停

案 の 受 諾 勧 告

に 対 す る 諾 否

の 届 出  

市 長 の 指 定 す る

期 限 ま で に 、 市

長 に 対 し 必 要 書

類 を １ 部 提 出 す

る 。  

調 停 案 諾 否 届 出

書  

（ 第 ４ ８ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

第 ６ ３ 条 第 ２

項 に よ る あ っ

せ ん 又 は 調 停

に お け る 代 表

者 選 任 の 届 出  

市 長 に 対 し 必 要

書 類 を １ 部 提 出

す る 。  

代 表 者 選 任 届 出

書  

（ 第 ４ １ 号 様 式 ）  

市 長 が 必 要 と 認 め

る 書 類  

  備 考  ⑴  代 理 人 に よ る 届 出 、 申 請 等 の 場 合 は 、 こ の 表 に 定 め

る も の の ほ か 委 任 状 を 添 付 す る こ と 。  

     ⑵  こ の 表 に 定 め る も の の ほ か 、 届 出 、 申 請 等 の 手 続 の

内 容 に 応 じ 、 特 に 市 長 の 指 示 が あ る 場 合 は 、 こ れ に 従

う こ と 。  
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別 表 第 ３ （ 第 ７ 条 関 係 ）  

 開 発 事 業 （ 変 更 ） 事 前 相 談 書 及 び 開 発 事 業 （ 変 更 ） 事 前 協 議 書 の

添 付 書 類  

添 付

順 序  
図 書 の 名 称  縮 尺  明 示 す べ き 事 項  

１  
開 発 事 業 区 域

位 置 図  

１ / 2 5 0 0  

以 上  

⑴  主 要 道 路 、 河 川 等 目 標 と な る も の の 位

置 及 び 着 色 （ 道 路 （ う す 茶 ） 、 河 川

（ 青 ） ）  

⑵  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

２  公 図 の 写 し  
１ ／ 6 0 0  

以 上  

⑴  明 示 す べ き 範 囲 は 、 開 発 事 業 区 域 内 及

び そ の 周 辺  

⑵  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑶  開 発 事 業 区 域 内 及 び そ の 周 辺 地 域 の 道

路 、 水 路 等 の 位 置 及 び 着 色 （ 公 道 （ う す

茶 ） 、 水 路 （ 青 ） 、 青 地 （ 黄 ） ）  

⑷  地 目 、 地 権 者 及 び 面 積  

３  現 況 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  開 発 事 業 区 域 内 及 び そ の 周 辺 地 域 の 道

路 、 水 路 等 の 位 置 及 び 着 色 （ 公 道 （ う す

茶 ） 、 水 路 （ 青 ） 、 青 地 （ 黄 ） ）  

４  求 積 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  三 斜 求 積 等 に よ る 求 積 図  

⑵  計 算 書 （ 道 路 、 公 園 、 緑 地 等 の 公 共 施

設 の 求 積 を 明 示 ）  

５  
土 地 利 用 計 画

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  道 路 、 公 園 、 排 水 施 設 、 消 防 水 利 等 の

公 共 施 設 の 位 置 、 形 状 及 び 道 路 の 幅 員

（ 着 色 ）  

⑶  公 益 施 設 の 位 置 （ 着 色 ）  

⑷  予 定 建 築 物 の 配 置 等 （ 着 色 ）  

６  
造 成 計 画 平 面

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  が け 又 は 擁 壁 の 位 置 、 構 造 及 び 高 さ  

⑶  切 土 又 は 盛 土 を す る 土 地 の 部 分 及 び 着

色 （ 切 土 （ 黄 ） 、 盛 土 （ 赤 ） ）  

⑷  道 路 の 位 置 、 形 状 、 幅 員 、 勾 配 及 び 構 造  

⑸  宅 地 の 地 盤 高 、 面 積 及 び 等 高 線  

７  
造 成 計 画 断 面

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  切 土 又 は 盛 土 を す る 前 後 の 地 盤 面 及 び

着 色 （ 切 土 （ 黄 ） 、 盛 土 （ 赤 ） ）  

⑵  が け 又 は 擁 壁 の 位 置  

８  
排 水 施 設 計 画

平 面 図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  排 水 施 設 の 位 置 、 種 類 、 材 料 、 形 状 、

勾 配 及 び 水 の 流 れ の 方 向  

⑶  雨 水 ま す 、 汚 水 ま す の 位 置 及 び 形 状 等  

⑷  調 整 池 の 位 置 及 び 構 造  

⑸  放 流 先 の 状 況  
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９  
予 定 建 築 物 の

平 面 図  

１ ／ 2 0 0  

以 上  

（ 建 築 物 の 建 築 の 場 合 の み ）  

計 画 概 要 ・ 面 積 表  

1 0  

予 定 建 築 物 の

立 面 図 及 び 断

面 図  

１ ／ 2 0 0  

以 上  

（ 建 築 物 の 建 築 の 場 合 の み ）  

建 築 物 の 高 さ  

1 1  日 影 図  
１ ／ 2 0 0  

以 上  

（ 中 高 層 建 築 物 の 建 築 の 場 合 の み ）  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  予 定 建 築 物 の 位 置  

⑶  冬 至 日 の 真 太 陽 時 に よ る 午 前 ９ 時 か ら

午 後 ３ 時 ま で の １ 時 間 毎 の 各 時 刻 に 予 定

建 築 物 が 水 平 面 に 生 じ さ せ る 日 影 の 形 状  

（ 日 影 は 、 基 準 緯 度 に お け る も の と し 、

日 影 を 描 く 水 平 面 及 び 彩 色 は 、 （ 注 ） ４

に よ る 。 ）  

（ 変 更 申 請 の 場 合 の 添 付 書 類 ）  

１  変 更 理 由 、 変 更 内 容 の 概 要 書  

２  変 更 に 関 す る 図 書 （ 変 更 前 及 び 変 更 後 の 内 容 が わ か る も の ）  

（ 注 ） １  添 付 書 類 の と じ 込 み 順 序 は 、 添 付 順 序 欄 の 番 号 順 と

す る 。  

２  添 付 図 面 に つ い て 、 そ の 記 載 内 容 か ら 他 の 図 面 と 併

記 し て 用 い る こ と が で き る も の は 、 他 の 図 面 と 併 用 す

る こ と が で き る 。  

３  開 発 事 業 の 計 画 の 変 更 に 伴 う 書 類 の 提 出 に あ っ て は 、

当 該 変 更 前 後 の 内 容 が わ か る よ う 、 対 照 さ せ て 整 理 す

る こ と 。  

４  日 影 を 描 く 水 平 面 及 び 日 影 線 の 彩 色  

⑴  日 影 を 描 く 水 平 面 は 、 建 築 物 が 周 囲 の 地 面 と 接 す

る 位 置 の 最 も 低 い 高 さ に お け る 水 平 面 と す る 。  
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⑵  日 影 線 の 彩 色 は 、 各 時 刻 に よ り 次 の 表 の と お り 行

う も の と す る 。  

 

 

 

別 表 第 ４ （ 第 ７ 条 関 係 ）  

開 発 事 業 計 画 書 の 添 付 書 類  

添 付

順 序  
図 書 の 名 称  縮 尺  明 示 す べ き 事 項  

１  
開 発 事 業 区 域

位 置 図  

１ / 2 5 0 0  

以 上  

⑴  主 要 道 路 、 河 川 等 目 標 と な る も の の 位

置 及 び 着 色 （ 道 路 （ う す 茶 ） 、 河 川

（ 青 ） ）  

⑵  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

２  公 図 の 写 し  
１ ／ 6 0 0  

以 上  

⑴  明 示 す べ き 範 囲 は 、 開 発 事 業 区 域 内 及

び そ の 周 辺  

⑵  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑶  開 発 事 業 区 域 内 及 び そ の 周 辺 地 域 の 道

路 、 水 路 等 の 位 置 及 び 着 色 （ 公 道 （ う す

茶 ） 、 水 路 （ 青 ） 、 青 地 （ 黄 ） ）  

⑷  地 目 、 地 権 者 及 び 面 積  

３  現 況 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  開 発 事 業 区 域 内 及 び そ の 周 辺 地 域 の 道

路 、 水 路 等 の 位 置 及 び 着 色 （ 公 道 （ う す

茶 ） 、 水 路 （ 青 ） 、 青 地 （ 黄 ） ）  

４  

開 発 事 業 区 域  

内 権 利 者 一 覧  

表  

―  

（ 都 市 計 画 法 第 2 9 条 の 開 発 行 為 許 可 申 請

を 行 わ な い 場 合 の み ）  

５  
開 発 事 業 の 施  

行 等 の 同 意 書  
―  

（ 都 市 計 画 法 第 2 9 条 の 開 発 行 為 許 可 申 請

を 行 わ な い 場 合 の み ）  

時 刻

（ 時 ）  
9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5  

色  緑  橙  青  赤  藍  黄  紫  
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６  

開 発 事 業 区 域  

内 の 不 動 産 の  

登 記 事 項 証 明  

書  

―  

（ 都 市 計 画 法 第 2 9 条 の 開 発 行 為 許 可 申 請

を 行 わ な い 場 合 の み ）  

７  求 積 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  三 斜 求 積 等 に よ る 求 積 図  

⑵  計 算 書 （ 道 路 、 公 園 、 緑 地 等 の 公 共 施

設 の 求 積 を 明 示 ）  

８  
土 地 利 用 計 画

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  道 路 、 公 園 、 排 水 施 設 、 消 防 水 利 等 の

公 共 施 設 の 位 置 、 形 状 及 び 道 路 の 幅 員

（ 着 色 ）  

⑶  公 益 施 設 の 位 置 （ 着 色 ）  

⑷  予 定 建 築 物 の 配 置 等 （ 着 色 ）  

９  
造 成 計 画 平 面

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  が け 又 は 擁 壁 の 位 置 、 構 造 及 び 高 さ  

⑶  切 土 又 は 盛 土 を す る 土 地 の 部 分 及 び 着

色 （ 切 土 （ 黄 ） 、 盛 土 （ 赤 ） ）  

⑷  道 路 の 位 置 、 形 状 、 幅 員 、 勾 配 及 び 構

造  

⑸  宅 地 の 地 盤 高 、 面 積 及 び 等 高 線  

1 0  
造 成 計 画 断 面

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  切 土 又 は 盛 土 を す る 前 後 の 地 盤 面 及 び

着 色 （ 切 土 （ 黄 ） 、 盛 土 （ 赤 ） ）  

⑵  が け 又 は 擁 壁 の 位 置  

1 1  道 路 縦 断 面 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

計 画 前 後 の 地 盤 高 及 び 縦 断 勾 配 等  

1 2  
道 路 標 準 断 面

図  

１ ／ 1 0 0  

以 上  

構 造 、 形 状 、 幅 員 及 び 横 断 勾 配 等  

1 3  
排 水 施 設 計 画

平 面 図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  排 水 施 設 の 位 置 、 種 類 、 材 料 、 形 状 、

勾 配 及 び 水 の 流 れ の 方 向  

⑶  雨 水 ま す 、 汚 水 ま す の 位 置 及 び 形 状 等  

⑷  調 整 池 の 位 置 及 び 構 造  

⑸  放 流 先 の 状 況  

1 4  
排 水 流 量 計 算

図 書  
―  

⑴  排 水 区 域 図 （ 河 川 及 び 水 路 に 放 流 す る

場 合 は 、 流 域 図 又 は 集 水 区 域 図 ）  

⑵  集 水 系 統 別 に 計 画 水 量 を 算 定 し た 計 算

書  

1 5  
排 水 施 設 縦 断

面 図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

計 画 前 後 の 地 盤 高 、 縦 断 勾 配 等  

1 6  
排 水 施 設 断 面

図  

１ ／ 1 0 0  

以 上  

放 流 先 の 状 況  

1 7  
排 水 施 設 構 造

図  

１ ／ 2 0  

以 上  

排 水 ま す 、 排 水 溝 等 の 排 水 施 設 の 構 造  

1 8  調 整 池 計 画 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  構 造 計 算 書  

⑵  平 面 図  

⑶  構 造 図 （ １ ／ 5 0 以 上 ）  
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1 9  
汚 水 処 理 施 設

計 画 図  

１ ／ 1 0 0  

以 上  

⑴  設 計 計 算 書  

⑵  構 造 計 算 書  

⑶  フ ロ ー シ ー ト  

⑷  平 面 図  

⑸  構 造 図 （ １ ／ 5 0 以 上 ）  

2 0  
給 水 施 設 計 画

平 面 図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

給 水 施 設 の 位 置 、 材 料 、 形 状 及 び 管 径  

2 1  
消 防 水 利 計 画

図  

１ ／ 5 0 0  

以 上  

⑴  防 火 水 槽 の 位 置 、 容 量 、 構 造 図 （ １ ／

5 0 以 上 ） 及 び 構 造 計 算 書  

⑵  消 火 栓 の 位 置 及 び 構 造  

2 2  緑 化 計 画 図  
１ ／ 5 0 0  

以 上  

樹 木 の 位 置 、 樹 種 等  

2 3  
公 園 施 設 計 画

図  

１ ／ 1 0 0  

以 上  

公 園 施 設 の 位 置 、 構 造 等  

2 4  が け の 断 面 図  
１ ／ 5 0  

以 上  

⑴  が け の 高 さ 及 び 勾 配  

⑵  土 質 の 種 類 及 び 層 の 厚 さ  

⑶  計 画 前 後 の 地 盤 面 、  

⑷  が け 面 の 保 護 の 方 法  

⑸  地 質 調 査 に 関 す る 図 書 （ 軟 弱 地 盤 の 場

合 の み ）  

2 5  擁 壁 の 断 面 図  
１ ／ 5 0  

以 上  

⑴  擁 壁 の 寸 法 、 勾 配 、 材 料 及 び 寸 法  

⑵  裏 込 め コ ン ク リ ー ト の 寸 法  

⑶  透 水 層 の 位 置 及 び 寸 法  

⑷  計 画 前 後 の 地 盤 面  

⑸  基 礎 地 盤 の 土 質  

⑹  基 礎 杭 の 位 置 、 材 料 及 び 寸 法  

⑺  展 開 図  

⑻  構 造 計 算 書  

2 6  
予 定 建 築 物 の

平 面 図  

１ ／ 2 0 0  

以 上  

（ 建 築 物 の 建 築 の 場 合 の み ）  

計 画 概 要 ・ 面 積 表  

2 7  

予 定 建 築 物 の

立 面 図 及 び 断

面 図  

１ ／ 2 0 0  

以 上  

（ 建 築 物 の 建 築 の 場 合 の み ）  

建 築 物 の 高 さ  

2 8  日 影 図  
１ ／ 2 0 0  

以 上  

（ 中 高 層 建 築 物 の 建 築 の 場 合 の み ）  

⑴  開 発 事 業 区 域 （ 赤 枠 ）  

⑵  予 定 建 築 物 の 位 置  

⑶  冬 至 日 の 真 太 陽 時 に よ る 午 前 ９ 時 か ら

午 後 ３ 時 ま で の １ 時 間 毎 の 各 時 刻 に 予 定

建 築 物 が 水 平 面 に 生 じ さ せ る 日 影 の 形 状  

（ 日 影 は 、 基 準 緯 度 に お け る も の と し 、

日 影 を 描 く 水 平 面 及 び 彩 色 は （ 注 ） ４ に

よ る 。 ）  

2 9  

前 各 項 に 掲 げ る  

書 類 を 除 く ほ か 、  

第 １ ４ 条 第 ３ 項  

に よ り 確 認 を 受  

け た 協 議 結 果 の  

報 告 書 類 に 添 付  

さ れ た 資 料 が あ  

る 場 合 は 、 当 該  

資 料  

―  

―  
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（ 変 更 申 請 の 場 合 の 添 付 書 類 ）  

１  変 更 理 由 、 変 更 内 容 の 概 要 書  

２  変 更 に 関 す る 図 書 （ 変 更 前 及 び 変 更 後 の 内 容 が わ か る も の ）  

（ 注 ） １  添 付 書 類 の と じ 込 み 順 序 は 、 添 付 順 序 欄 の 番 号 順 と

す る 。  

２  添 付 図 面 に つ い て 、 そ の 記 載 内 容 か ら 他 の 図 面 と 併

記 し て 用 い る こ と が で き る も の は 、 他 の 図 面 と 併 用 す

る こ と が で き る 。  

３  開 発 事 業 の 計 画 の 変 更 に 伴 う 書 類 の 提 出 に あ っ て は 、

当 該 変 更 前 後 の 内 容 が わ か る よ う 、 対 照 さ せ て 整 理 す

る こ と 。  

４  日 影 を 描 く 水 平 面 及 び 日 影 線 の 彩 色  

⑴  日 影 を 描 く 水 平 面 は 、 建 築 物 が 周 囲 の 地 面 と 接 す

る 位 置 の 最 も 低 い 高 さ に お け る 水 平 面 と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

⑵  日 影 線 の 彩 色 は 、 各 時 刻 に よ り 次 の 表 の と お り 行

う も の と す る 。  

 

 

時 刻

（ 時 ）  
9  1 0  1 1  1 2  1 3  1 4  1 5  

色  緑  橙  青  赤  藍  黄  紫  

      

太陽

水平面

例

建

物
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別 表 第 ５ （ 第 ２ ３ 条 関 係 ）  

駐 車 場 等 の 整 備 に 関 す る 基 準  

１  建 築 を 伴 う 開 発 事 業 で 次 に 掲 げ る も の は 、 当 該 各 号 に 定 め る

駐 車 場 等 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

 ⑴  予 定 す る 建 築 物 の 用 途 が 戸 建 住 宅 で あ る も の に つ い て は 、

計 画 戸 数 以 上 の 台 数 の 普 通 自 動 車 （ 道 路 交 通 法 （ 昭 和 ３ ５ 年  

法 律 第 １ ０ ５ 号 ） 第 ３ 条 に 規 定 す る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ）  

の 駐 車 が 可 能 な 駐 車 場 等 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

 ⑵  予 定 す る 建 築 物 の 用 途 が 共 同 住 宅 等 （ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 、

下 宿 、 長 屋 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 用 途 の も の を い う 。 以 下 同

じ 。 ） で あ る も の に つ い て は 、 次 に 定 め る 台 数 の 普 通 自 動 車

及 び 計 画 戸 数 の 5 0 パ ー セ ン ト 以 上 の 台 数 の 二 輪 車 の 駐 車 が

可 能 な 駐 車 場 等 を 整 備 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 高 齢 者

が 主 と し て 入 居 す る 共 同 住 宅 そ の 他 の 共 同 住 宅 等 で 、 次 に 定

め る 台 数 の 普 通 自 動 車 の 駐 車 が 可 能 な 駐 車 場 等 を 必 要 と し な

い こ と が 明 ら か で あ る と 市 長 が 認 め る と き は 、 市 長 と 協 議 の

上 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

開 発 事 業 区 域 の 位 置  整 備 台 数  

鉄 道 駅 か ら 5 0 0ｍ 以 内 の

区 域  

計 画 戸 数 の 5 0％ 以 上  

上 記 以 外 の 区 域  計 画 戸 数 の 7 0％ 以 上  

（ 注 ） １  開 発 事 業 区 域 の 面 積 の 5 0 パ ー セ ン ト 以 上 が 位 置 す る

区 分 を 適 用 す る 。  

２  鉄 道 駅 か ら の 距 離 は 、 駅 の 改 札 口 を 基 点 と す る 。  

２  前 項 に よ る 駐 車 場 等 の 整 備 は 、 建 築 物 の 敷 地 内 又 は 開 発 事 業

区 域 内 に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当 該 整 備 が 困 難 で あ

る と 市 長 が 認 め る 場 合 は 、 建 築 物 の 敷 地 外 又 は 開 発 事 業 区 域 外

に 同 等 以 上 の 駐 車 場 等 を 整 備 又 は 確 保 す る こ と に よ り 、 前 項 に

よ る 整 備 に 替 え る こ と が で き る 。  

３  前 ２ 項 に よ り 整 備 す る 駐 車 場 等 の 構 造 等 は 、 次 の と お り で な

け れ ば な ら な い 。  
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 ⑴  予 定 す る 車 両 の 種 別 に 応 じ た 駐 車 区 画 を 明 示 す る こ と 。  

 ⑵  床 面 に 区 画 を 限 っ て 整 備 す る 駐 車 場 等 に お け る 普 通 自 動 車

の 駐 車 区 画 は 、 縦 ５ メ ー ト ル 以 上 、 横 ２ ． ３ メ ー ト ル 以 上 と

し 、 二 輪 車 の 駐 車 区 画 は 、 縦 １ ． ９ メ ー ト ル 以 上 、 横 ０ ． ６

メ ー ト ル 以 上 と す る 。  

 ⑶  道 路 の 隅 切 り 部 分 に は 、 駐 車 場 等 又 は 駐 車 場 等 へ 進 入 す る

た め の 出 入 り 口 を 設 置 し て は な ら な い 。  

４  第 １ 項 に 定 め る も の 以 外 の 開 発 事 業 に つ い て は 、 駐 車 場 等 の

整 備 又 は 確 保 に つ い て 市 長 と 協 議 の 上 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ

ば な ら な い 。  

別 表 第 ６ （ 第 ２ ４ 条 関 係 ）  

集 会 施 設 の 整 備 に 関 す る 基 準  

１  集 会 施 設 の 設 置  

予 定 建 築 物 の 用 途 が 住 宅 で あ る 開 発 事 業 を 行 う 場 合 に お い て 、

当 該 住 宅 の 計 画 戸 数 の 合 計 が 1 0 0 戸 以 上 で あ る 場 合 は 、 集 会 施

設 を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

２  集 会 施 設 の 構 造 、 位 置 等  

 ⑴  整 備 す る 集 会 施 設 は 、 共 同 住 宅 等 に 係 る も の を 除 き 、 平 屋

建 て と し 、 か つ 、 独 立 棟 と し て 整 備 し な け れ ば な ら な い 。  

 ⑵  集 会 施 設 は 、 対 応 す る 住 宅 の 戸 数 に よ り 、 １ 棟 に つ き 次 に

定 め る 床 面 積 を 満 た し た も の で な け れ ば な ら な い 。  

対 応 す る 住 宅 の 戸 数  床 面 積  

３ ０ ０ 戸 未 満  １ ０ ０ ㎡ 以 上  

３ ０ ０ 戸 以 上 ６ ０ ０ 戸 未 満  １ ６ ０ ㎡ 以 上  

６ ０ ０ 戸 以 上 １ ０ ０ ０ 戸 未 満  ２ ０ ０ ㎡ 以 上  

１ ０ ０ ０ 戸 以 上  ３ ０ ０ ㎡ 以 上  

 ⑶  前 ２ 号 に 規 定 す る も の の ほ か 、 集 会 施 設 の 構 造 （ 独 立 棟 の

場 合 の 敷 地 面 積 を 含 む 。 ） 、 位 置 、 設 備 等 は 、 開 発 事 業 の 規

模 、 建 築 さ れ る 住 宅 の 形 状 、 住 宅 又 は 居 室 の 配 置 等 の 状 況 に

応 じ 、 高 度 の 耐 震 性 そ の 他 の 安 全 性 を 備 え 、 か つ 、 利 用 し や
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す い も の と な る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

別 表 第 ７ （ 第 ２ ５ 条 関 係 ）  

ご み 集 積 施 設 の 整 備 等 に 関 す る 基 準  

 １  ご み 集 積 施 設 の 設 置  

  戸 建 住 宅 又 は 共 同 住 宅 等 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業 に つ い て

は 、 次 に 定 め る 数 及 び 位 置 に よ り 、 ご み 集 積 施 設 を 整 備 し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 計 画 戸 数 1 5 戸 未 満 の 戸 建 住 宅 又 は 計 画 戸

数 1 2 戸 未 満 の 共 同 住 宅 等 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業 に お い て 、

既 存 の ご み 集 積 施 設 の 利 用 に つ い て 、 当 該 施 設 の 管 理 者 の 承 諾 を

得 ら れ た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

住 宅 の 種 別  整 備 す る 数  整 備 す る 位 置  

戸 建 住 宅  計 画 戸 数 （ 既 存 の ご み 集

積 施 設 を 利 用 す る 場 合 に

は 、 当 該 利 用 す る 住 宅 の

戸 数 を 除 く 。 以 下 こ の 表

及 び 次 項 に お い て 同

じ 。 ） お お む ね 1 5 戸 当 た

り １ 箇 所  

開 発 事 業 区 域 内  

共 同 住 宅 等  計 画 戸 数 に か か わ ら ず １

箇 所  

当 該 建 築 物 の 敷 地 内  

 

 ２  ご み 集 積 施 設 の 構 造 等  

⑴  前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 既 存 の ご み 集 積 施 設 を 利 用 す る

場 合 を 除 き 、 戸 建 住 宅 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業 に つ い て

は 、 次 に 定 め る 基 準 に よ り 、 ご み 集 積 施 設 を 整 備 し な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 開 発 事 業 区 域 の 形 状 そ の 他 の 理 由 に よ り 、

当 該 基 準 に よ る 整 備 が 困 難 で あ る と 市 長 が 認 め る と き は 、 市

長 と 協 議 の 上 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

   ア  ご み 集 積 施 設 の １ 箇 所 当 た り の 有 効 面 積 は 、 0 . 2 平 方 メ

ー ト ル に 計 画 戸 数 を 乗 じ て 得 た 面 積 を 前 項 の 規 定 に よ り 整

備 す る 数 で 除 し て 得 た 面 積 （ 当 該 面 積 が 1 . 5 平 方 メ ー ト ル

未 満 で あ る と き は 、 1 . 5 平 方 メ ー ト ル ） 以 上 と し な け れ ば

な ら な い 。  

   イ  ご み 集 積 施 設 は 、 道 路 に 接 し 、 ご み 収 集 車 の 通 行 又 は 転
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回 が 容 易 に で き 、 安 全 か つ 円 滑 に ご み の 収 集 作 業 を 行 う こ

と が で き る 場 所 に 設 置 し な け れ ば な ら な い 。  

   ウ  ご み 集 積 施 設 の 形 状 は 、 市 長 が 特 に 認 め る 場 合 を 除 く ほ

か 、 有 効 面 積 分 の 平 面 形 状 は 長 方 形 と し 、 長 辺 に よ る 出 入

部 を 除 く ３ 辺 を 高 さ 8 0 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 の コ ン ク リ ー

ト ブ ロ ッ ク 等 で 囲 い 、 施 設 の 床 面 を コ ン ク リ ー ト 造 と し な

け れ ば な ら な い 。  

   エ  ご み 集 積 施 設 に 、 容 器 （ 収 集 す る ま で に ご み を 入 れ て お

く も の を い う 。 ） を 設 置 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に

お い て 、 当 該 容 器 の 構 造 等 に つ い て は 、 市 長 と 協 議 の 上 、

そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

⑵  前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 既 存 の ご み 集 積 施 設 を 利 用 す る

場 合 を 除 き 、 共 同 住 宅 等 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業 に つ い

て は 、 市 長 と 協 議 の 上 、 ご み 集 積 施 設 を 整 備 し な け れ ば な ら

な い 。  

 ３  そ の 他 の 建 築 物 等 に 係 る ご み 集 積 施 設  

  前 ２ 項 に 定 め る も の 以 外 の 開 発 事 業 に つ い て は 、 ご み 集 積 施 設

の 整 備 に つ い て 市 長 と 協 議 の 上 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な

い 。  
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別 表 第 ８ （ 第 ３ ６ 条 関 係 ）  

緑 化 に 関 す る 基 準  

１  植 栽 地 の 確 保  

⑴  開 発 事 業 区 域 内 に は 、 次 に 定 め る 面 積 以 上 の 植 栽 地 を 整 備

し 、 又 は 確 保 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 都 市 計 画 法 第 ２

９ 条 第 １ 項 第 ６ 号 か ら 第 ８ 号 ま で に 定 め る も の に 関 す る 開 発

事 業 又 は 主 と し て 農 業 若 し く は 漁 業 の 用 に 供 す る 建 築 物 を 予

定 建 築 物 と す る 開 発 事 業 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。  

ア  共 同 住 宅 等 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業  

開 発 事

業 区 域

の 面 積  

1 , 0 0 0 ㎡

以 上  

3 , 0 0 0 ㎡

未 満  

3 , 0 0 0 ㎡  

以 上  

5 , 0 0 0 ㎡  

未 満  

5 , 0 0 0 ㎡

以 上  

１ h a 未 満  

１ h a  

以 上  

３ h a  

未 満  

３ h a  

以 上  

５ h a  

未 満  

５ h a  

以 上  

開 発 事

業 区 域

の 面 積

に 占 め

る 植 栽

地 の 面

積 の 割

合  

３ ％  ６ ％  ８ ％  ９ ％  1 2 ％  1 5 ％  

  イ  住 宅 以 外 の 建 築 物 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業  

開 発 事

業 区 域

の 面 積  

1 , 0 0 0 ㎡

以 上  

3 , 0 0 0 ㎡

未 満  

3 , 0 0 0 ㎡  

以 上  

5 , 0 0 0 ㎡  

未 満  

5 , 0 0 0 ㎡

以 上  

１ h a 未 満  

１ h a  

以 上  

３ h a  

未 満  

３ h a  

以 上  

５ h a  

未 満  

５ h a  

以 上  

開 発 事

業 区 域

の 面 積

に 占 め

る 植 栽

地 の 面

積 の 割

合  

３ ％  ４ ％  ５ ％  ６ ％  ７ ％  ８ ％  

ウ  戸 建 住 宅 を 予 定 建 築 物 と す る 開 発 事 業  

開 発 事 業 区

域 の 面 積  

１ h a 以 上  

３ h a 未 満  

３ h a 以 上  

５ h a 未 満  

５ h a 以 上  

1 0 h a 未 満  

1 0 h a 以 上  

2 0 h a 未 満  

2 0 h a 以 上  

開 発 事 業 区

域 の 面 積 に

占 め る 植 栽

地 の 面 積 の

割 合  

５ ％  ６ ％  ７ ％  ８ ％  ９ ％  
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⑵  前 号 イ に 定 め る 植 栽 地 の 面 積 の 最 低 限 度 に つ い て 、 開 発 事

業 区 域 の 周 囲 の 状 況 等 を 勘 案 し て 市 長 が 特 に 認 め る 場 合 に は 、

当 該 面 積 か ら 当 該 面 積 の ２ ０ パ ー セ ン ト を 限 度 と す る 面 積 を

減 ず る こ と が で き る 。  

⑶  開 発 事 業 に よ り 整 備 さ れ る 公 園 （ 別 表 第 1 1 第 １ 項 各 号 に

規 定 す る 公 園 又 は 公 開 空 地 等 を 含 む 。 ） そ の 他 の 緑 化 に 資 す

る 施 設 と し て 市 長 が 特 に 認 め る も の に つ い て は 、 そ の 整 備 又

は 確 保 に よ り 、 第 １ 号 に よ る 植 栽 地 の 整 備 又 は 確 保 に 替 え る

こ と が で き る 。  

２  植 栽 地 の 整 備 又 は 確 保 に 当 た っ て は 、 樹 種 そ の 他 の 植 栽 の 方

法 に つ い て 、 市 の 気 候 、 周 囲 の 環 境 等 を 考 慮 し て 、 適 切 な も の

と な る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。  

別 表 第 ９ （ 第 ３ ９ 条 関 係 ）  

消 防 防 災 施 設 の 整 備 に 関 す る 基 準  

１  消 防 水 利 及 び そ の 関 係 施 設 の 整 備  

⑴   消 防 水 利 等 の 設 置 等 に 係 る 基 準  

消 防 水 利 及 び そ の 関 係 施 設 の 整 備 に 係 る 基 準 に つ い て は 、

次 号 及 び 第 ３ 号 に 規 定 す る も の を 除 く ほ か 、 三 浦 市 に お け る

消 防 水 利 等 の 位 置 、 構 造 そ の 他 の 基 準 と し て 横 須 賀 市 が 定 め

る も の 及 び 市 長 、 横 須 賀 市 消 防 長 そ の 他 の 関 係 機 関 の 指 示 に

そ れ ぞ れ 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

⑵   消 防 水 利 の 標 識 等  

防 火 水 槽 及 び 消 火 栓 に は 、 取 水 口 の ふ た 等 そ の 見 や す い

箇 所 に 三 浦 市 の 名 称 及 び 消 防 水 利 の 種 別 を 表 示 し な け れ ば

な ら な い 。  

 ⑶  三 浦 市 水 道 事 業 と の 協 議  

消 火 栓 の 設 置 に 際 し て は 、 あ ら か じ め 三 浦 市 水 道 事 業 と 協

議 を 行 い 、 消 火 栓 の 位 置 、 構 造 等 に つ い て 助 言 を 受 け 、 又 は

そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

２  消 火 活 動 用 空 地 等 の 整 備  
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  消 火 活 動 用 空 地 等 の 整 備 に つ い て は 、 三 浦 市 に お け る 消 火 活

動 用 空 地 等 の 位 置 、 構 造 そ の 他 の 基 準 と し て 横 須 賀 市 が 定 め る

も の 及 び 市 長 、 横 須 賀 市 消 防 長 そ の 他 の 関 係 機 関 の 指 示 に そ れ

ぞ れ 従 わ な け れ ば な ら な い 。  

３  防 災 行 政 用 無 線 受 信 施 設 の 整 備  

 ⑴  次 に 掲 げ る 場 合 に は 、 新 た な 防 災 行 政 用 無 線 受 信 施 設 を 整

備 し な け れ ば な ら な い 。  

ア  開 発 行 為 又 は 建 築 に 係 る 開 発 事 業 に お い て 、 開 発 事 業 区

域 の 過 半 が 既 存 の 各 防 災 行 政 用 無 線 受 信 施 設 か ら 半 径 ３ ０

０ メ ー ト ル の 範 囲 内 に 包 含 さ れ な い と き （ 当 該 開 発 事 業 に

関 連 し て 防 災 行 政 無 線 放 送 の 聴 取 に 支 障 を 生 じ 、 又 は そ の

お そ れ が な い と 市 長 が 認 め る と き を 除 く 。 ）  

イ  前 号 に 掲 げ る 場 合 を 除 く ほ か 、 開 発 事 業 に 関 連 し て 防 災

行 政 無 線 放 送 の 聴 取 に 支 障 を 生 じ 、 又 は そ の お そ れ が あ る

と 市 長 が 認 め る と き 。  

⑵  新 た な 防 災 行 政 用 無 線 受 信 施 設 を 整 備 す る 場 合 は 、 位 置 、

規 格 等 に つ い て 市 長 と 協 議 し 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば な ら

な い 。  

別 表 第 １ ０ （ 第 ４ １ 条 、 第 ４ ５ 条 関 係 ）  

 道 路 の 整 備 に 関 す る 基 準  

１  幅 員  

⑴  開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 は 、 開 発 事 業 区 域 の 規 模 、 予 定 建 築

物 の 用 途 及 び 敷 地 の 規 模 並 び に 予 想 さ れ る 交 通 量 に よ り 、 次

の 図 １ 及 び 表 を 標 準 と し て 設 置 す る こ と 。 こ の 場 合 に お い て 、

区 画 街 路 の 配 置 は 幹 線 道 路 へ の 接 続 が 少 な く な る よ う に 計 画

す る も の と し 、 幅 員 等 の 捉 え 方 は 図 ２ か ら 図 ７ ま で を 標 準 と

す る も の と す る 。  
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図 １  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表  

道 路 種 別  区 画 街 路  主 要 道 路  幹 線 道 路  

道 路 幅 員  ６ ｍ 以 上  ９ ｍ 以 上  １ ２ ｍ 以 上  

 

⑵  前 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 開 発 事 業 区 域 内 に 設 置 す る 区 画 街

路 が 当 該 開 発 事 業 区 域 内 の 主 要 な 交 通 路 線 で な い こ と 、 交 通 量

が 多 い と 予 想 さ れ る 用 途 の 予 定 建 築 物 の 敷 地 に 接 し て い な い こ

と 等 通 行 上 支 障 が な い と 認 め ら れ る 場 合 は 、 当 該 区 画 街 路 の 幅

員 を ６ メ ー ト ル 未 満 と す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、

当 該 区 画 街 路 の 道 路 延 長 （ 交 差 点 の 中 心 間 の 距 離 を い う 。 以 下

同 じ 。 ） は 、 次 の 表 を 標 準 と し な け れ ば な ら な い 。 （ 周 辺 の 状

況 等 に よ り や む を 得 な い と 認 め ら れ 、 か つ 、 当 該 区 画 街 路 の 利

用 が そ の 面 す る 敷 地 の 居 住 者 に 限 ら れ る 場 合 等 利 用 区 域 が 小 規

模 な 場 合 の 道 路 延 長 は 、 こ の 限 り で な い 。 ）  
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表  

道 路 幅 員  ５ ｍ 以 上  ４ ． ５ ｍ 以 上  

道 路 延 長  １ ０ ０ ｍ 以 下  ７ ０ ｍ 以 下  

⑶  歩 道  

ア  幹 線 ・ 主 要 道 路 に は 、 歩 道 （ 幅 員 ２ メ ー ト ル 以 上 ） を 設

置 す る こ と 。  

イ  歩 道 は 街 き ょ に よ り 車 道 部 と 分 離 す る 。  

ウ  歩 道 内 に 防 護 柵 等 を 設 け る 場 合 は 規 定 の 歩 道 幅 に ０ ． ５

メ ー ト ル 以 上 加 え る 。  

エ  植 樹 帯 を 設 け る 場 合 は 、 幅 員 ４ メ ー ト ル 以 上 と し 、 中 木

を 原 則 と し 、 樹 種 及 び 植 栽 方 法 は 別 途 協 議 す る こ と 。  

２  開 発 事 業 区 域 に 接 す る 部 分 の 道 路 整 備  

⑴  開 発 事 業 区 域 内 に 新 設 道 路 が な い 場 合 、 次 の 表 の 基 準 に よ

り 整 備 す る こ と 。  

開 発 事 業 区 域 の 面 積  

 

 

前 面 道 路 の 幅 員  

１ ， ０ ０ ０ ㎡ 未 満  １ ， ０ ０ ０ ㎡ 以 上  

４ ． ５ ｍ 以 上  
前 面 の 道 路 の 整 備 を

必 要 と し な い  

幅 員 ６ ｍ 以 上 に 整

備 す る  

４ ． ５ ｍ 未 満  
幅 員 ４ ． ５ ｍ 以 上 に

整 備 す る  

幅 員 ６ ｍ 以 上 に 整

備 す る  

⑵  開 発 事 業 区 域 内 に 新 設 道 路 が あ る 場 合 で 、 幅 員 が 4 . 5 メ ー

ト ル 未 満 の 前 面 道 路 は 、 4 . 5 メ ー ト ル 以 上 の 幅 員 を 確 保 し て

整 備 す る こ と 。  

⑶  前 ２ 号 に お い て 、 開 発 事 業 区 域 が ２ 以 上 の 道 路 に 接 す る 場

合 に は 、 車 両 の 出 入 口 に 接 す る 道 路 を 前 面 道 路 と す る 。  

３  隅 切 り 等  

⑴  幹 線 道 路 と 主 要 道 路 又 は 区 画 街 路 相 互 の 交 差 は 直 角 又 は こ

れ に 近 い 角 度 で 交 差 さ せ る も の と し 、 交 差 に よ っ て 生 ず る 街

角 は 、 道 路 相 互 の 幅 員 と 交 差 角 に よ り 原 則 と し て 次 の 表 に 掲

げ る 値 以 上 の 隅 切 長 と な る よ う に し な け れ ば な ら な い 。  
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交 差 角  

 

幅 員  

4 . 5 ｍ 以 上

６ ｍ 未 満  

６ ｍ 以 上  

９ ｍ 未 満  

９ ｍ 以 上  

１ １ ｍ 未 満  

１ １ ｍ 以 上  

９ ０ °  ９ ０ °  ９ ０ °  ９ ０ °  

１ ２ ０ °  ６ ０ °  １ ２ ０ °  ６ ０ °  １ ２ ０ °  ６ ０ °  １ ２ ０ °  ６ ０ °  

１ １ ｍ  

以 上  

 ５  ６  ８  

  ４  ６  ５  ８  ６  １ ０  

９ ｍ 以 上

1 1 ｍ 未 満  

３  ５  ６   
 

※ 単 位 は メ ー ト ル  
２  ４  ４  ６  ５  ８  

6 ｍ 以 上

9 ｍ 未 満  

３  ５   

 

 
 

２  ４  ４  ６  

4 . 5 m 以 上  

6 m 未 満  

３   

２  ４  

 

⑵  前 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る と 市 長

が 認 め る と き は 、 市 長 と 協 議 の 上 、 そ の 指 示 に 従 わ な け れ ば

な ら な い 。  

 ア  歩 道 幅 員 が ２ メ ー ト ル 以 上 あ り 、 交 通 上 支 障 が な い 場 合  

 イ  開 発 事 業 区 域 の 形 状 そ の 他 の 理 由 に よ り 、 前 項 の 規 定 に

よ る 整 備 が 困 難 で あ る 場 合  

⑶  歩 道 を 有 す る 道 路 の 街 角 の 歩 車 道 境 界 線 は 、 円 曲 線 と す る 。  

４  舗 装 及 び 縦 断 勾 配  

道 路 の 舗 装 は ア ス フ ァ ル ト 舗 装 を 原 則 と し 、 縦 断 勾 配 は 、 ９

パ ー セ ン ト 以 下 と す る 。 た だ し 、 地 形 等 に よ り や む を 得 な い と

認 め る 場 合 は 、 小 区 間 に 限 り １ ２ パ ー セ ン ト 以 下 と す る こ と が

で き る 。 ま た 、 ９ パ ー セ ン ト 以 上 と な る 場 合 は 、 滑 り 止 め 舗 装

と す る 。  

５  道 路 排 水  

⑴  道 路 に は 、 雨 水 等 を 有 効 に 排 出 す る た め ２ ４ ０ ミ リ メ ー

ト ル 以 上 の Ｕ 型 側 溝 又 は Ｌ 型 側 溝 を 設 け る も の と す る 。  

⑵  Ｕ 型 側 溝 を 設 け る 場 合 に あ っ て は 蓋 掛 を す る も の と し 、

５ メ ー ト ル か ら １ ０ メ ー ト ル 毎 に グ レ ー チ ン グ を 設 け る も

の と す る 。  

⑶  Ｌ 型 側 溝 を 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 概 ね １ ０ メ ー ト ル 毎

に 集 水 ま す を 設 け る も の と す る 。  
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６  道 路 に 設 け る 階 段  

⑴  道 路 は 、 階 段 と し て は な ら な い 。 た だ し 、 通 行 上 及 び 避 難

上 支 障 が な い と 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

⑵  階 段 を 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 階 段 の 幅 員 は ４ メ ー ト ル 以

上 、 路 面 ３ ０ セ ン チ メ ー ト ル 以 上 、 蹴 上 げ 高 は １ ５ セ ン チ メ

ー ト ル 以 下 と し 、 高 さ ３ メ ー ト ル 以 内 毎 に 踏 幅 １ ． ５ メ ー ト

ル 以 上 の 踊 り 場 を 設 け 、 原 則 と し て 手 摺 を 設 け る こ と 。  

７  行 き 止 ま り と な る 道 路  

道 路 は 、 行 き 止 ま り と し て は な ら な い 。 た だ し 、 次 の い ず れ

か に 該 当 す る 場 合 で 通 行 上 及 び 避 難 上 支 障 が な い と 認 め ら れ る

と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

⑴  行 き 止 ま り 先 が 公 園 、 広 場 、 転 回 広 場 等 の 公 共 の 用 に 供 す

る 空 地 に 接 す る 場 合  

⑵  行 き 止 ま り 先 の 隣 接 地 に そ の 道 路 を 延 長 し て 他 の 道 路 、 公

園 、 広 場 等 の 公 共 の 用 に 供 す る 空 地 の 計 画 が あ る 場 合  

⑶  延 長 (既 存 の 幅 員 ６ メ ー ト ル 未 満 の 行 き 止 ま り の 道 路 に 接

続 す る 道 路 に あ っ て は 、 当 該 行 き 止 ま り の 道 路 が 他 の 道 路 に

接 続 す る ま で の 部 分 の 延 長 を 含 む 。 )が ３ ５ メ ー ト ル 以 下 の

場 合  

⑷  幅 員 が ６ メ ー ト ル 以 上 の 場 合  

８  交 通 安 全 施 設  

⑴  道 路 面 と 高 さ １ メ ー ト ル 以 上 の 下 法 （ 自 然 法 、 人 工 法 ） を

生 ず る 区 間 、 そ の 他 線 形 、 勾 配 等 に よ り 必 要 と 認 め ら れ る 区

間 に は 防 護 柵 を 設 置 す る 。  

⑵  道 路 交 通 安 全 上 必 要 と 認 め ら れ る 地 点 に は 道 路 照 明 灯 、 道

路 反 射 鏡 及 び 点 字 ブ ロ ッ ク 等 を 設 置 す る も の と す る 。  

９  道 路 占 用  

⑴  道 路 の 地 下 に 水 道 管 、 排 水 管 又 は ガ ス 管 等 を 埋 設 す る 場 合 、

地 表 面 か ら 当 該 埋 設 物 ま で の 深 度 は 、 車 道 に お い て は １ ． ２

メ ー ト ル 、 歩 道 に お い て は １ メ ー ト ル を 標 準 と し 、 下 水 道 管
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の 本 管 を 埋 設 す る 場 合 は 、 別 途 協 議 す る も の と す る 。  

⑵  電 柱 及 び 電 話 柱 の 設 置 に つ い て は 、 道 路 の 有 効 幅 員 外 に 設

置 す る も の と し 、 幹 線 道 路 に つ い て は 地 中 化 を 検 討 す る こ と 。  

１ ０  ず い 道 及 び 橋 り ょ う の 設 置  

ず い 道 及 び 橋 り ょ う の 構 造 に つ い て は 、 そ の 都 度 協 議 す る も

の と す る 。  

１ １  境 界 標 識 の 設 置  

市 に 帰 属 す る 道 路 に つ い て は 、 市 が 定 め る 種 類 及 び 方 法 に よ

り 道 路 境 界 標 識 を 設 置 す る こ と 。  

１ ２  道 路 の 付 替 え 、 廃 止 等  

開 発 事 業 区 域 内 の 道 路 の 付 替 え 、 廃 止 等 に つ い て は 、 当 該 道

路 の 管 理 者 と 協 議 す る も の と す る 。  

１ ３  道 路 の 安 全 対 策  

道 路 に 接 す る が け 地 等 の 安 全 対 策 と し て 、 防 護 柵 を 設 け る 等

の 適 切 な 措 置 を 講 ず る こ と 。  

１ ４  工 事 復 旧  

工 事 に よ り 既 設 道 路 を 破 損 し た と き は 、 事 業 者 が 責 任 を も っ

て 復 旧 し な け れ ば な ら な い ほ か 、 工 事 車 両 が 通 行 す る 道 路 に つ

い て 、 工 事 前 の 状 況 を 把 握 す る た め 、 あ ら か じ め 写 真 撮 影 を し

て お く こ と 。  

１ ５  隣 接 市 道 の 補 修  

開 発 事 業 区 域 に 隣 接 す る 市 道 （ 三 浦 市 認 定 外 道 路 の 管 理 等 に

関 す る 条 例 （ 平 成 １ ６ 年 三 浦 市 条 例 第 １ ６ 号 ） の 適 用 を 受 け る

道 路 を 含 む 。 ） に 破 損 し て い る 箇 所 又 は 未 整 備 な 箇 所 が あ る と

き は 、 必 要 に 応 じ 、 市 長 と 協 議 の 上 、 補 修 又 は 整 備 を 行 う こ と 。  

１ ６  そ の 他 の 道 路 の 構 造  

そ の 他 、 道 路 の 構 造 に つ い て は 、 道 路 構 造 令 （ 昭 和 ４ ５ 年 政

令 第 ３ ２ ０ 号 ） 等 に 基 づ い て 施 工 す る こ と 。  

 １ ７  道 路 の 市 へ の 帰 属  

道 路 の 市 へ の 帰 属 に つ い て は 、 別 に 定 め る 道 路 認 定 基 準 に よ
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る も の と し 、 法 令 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 に 応 じ 市 長 と 協 議

す る も の と す る 。  
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別 表 第 １ １ （ 第 ４ ６ 条 関 係 ）  

公 園 の 整 備 に 関 す る 基 準  

１  公 園 の 整 備 及 び 確 保 面 積  

予 定 建 築 物 の 用 途 が 住 宅 で あ る 開 発 事 業 を 行 う 場 合 に は 、 開

発 事 業 区 域 の 面 積 に 応 じ 、 次 の 表 に 定 め る 公 園 の 面 積 を 確 保 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 3 , 0 0 0 平 方

メ ー ト ル 以 上 5 0 , 0 0 0 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 開 発 行 為 に お い て 、

次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 で 利 用 者 の 利 用 に 支 障 が な い と 認

め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

⑴  開 発 事 業 区 域 の 面 積 が 1 0 , 0 0 0 平 方 メ ー ト ル 未 満 で あ っ て 、

当 該 開 発 事 業 区 域 が 都 市 公 園 法 施 行 令 （ 昭 和 3 1 年 政 令 第

2 9 0 号 ） 第 ２ 条 第 １ 項 第 １ 号 か ら 第 ３ 号 ま で に 規 定 す る 公 園

か ら 2 5 0 メ ー ト ル の 圏 域 に 内 包 さ れ 、 か つ 、 当 該 開 発 事 業 区

域 と 当 該 公 園 の 間 は 、 鉄 道 そ の 他 利 用 者 の 通 行 を 分 断 す る も

の に よ り 妨 げ ら れ る こ と な く 利 用 で き る 状 態 で あ る 場 合  

⑵  開 発 事 業 区 域 が 、 土 地 区 画 整 理 事 業 又 は 開 発 許 可 に よ る 整

備 事 業 が 施 行 さ れ た 区 域 に 内 包 さ れ る 二 次 開 発 で あ り 、 当 該

事 業 が 施 行 さ れ た 区 域 内 に 当 該 開 発 区 域 の 面 積 の ３ パ ー セ ン

ト 以 上 の 公 園 で あ っ て 、 市 の 管 理 に 属 す る も の が 確 保 さ れ て

い る 場 合  

⑶  開 発 事 業 区 域 が 、 建 築 基 準 法 第 5 9 条 の ２ の 適 用 を 受 け る

場 合 で あ っ て 、 当 該 開 発 事 業 区 域 内 に 確 保 さ れ た 公 開 空 地 等

が 実 質 的 な 公 園 形 態 と し て 、 当 該 開 発 事 業 区 域 の 面 積 の ３ パ

ー セ ン ト 以 上 確 保 さ れ 、 将 来 に わ た っ て そ の 形 態 が 継 続 す る

た め の 十 分 な 担 保 措 置 が な さ れ て い る 場 合  

 

 

 

 

 

開 発 事 業 区 域 の 面 積  公  園  確  保  面  積  

３ ， ０ ０ ０ ㎡ 以 上  

５ ０ ， ０ ０ ０ ㎡ 未 満  
開 発 事 業 区 域 の 面 積 の ３ ％ 以 上  

５ ０ ， ０ ０ ０ ㎡ 以 上  
開 発 事 業 区 域 の 面 積 の ３ ％ 以 上 か つ

１ 箇 所 ３ ０ ０ ㎡ 以 上  
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２  配 置  

⑴  公 園 は 、 開 発 事 業 区 域 内 に 限 ら ず 周 辺 地 域 も 含 め 住 民 が 安

全 か つ 利 用 し や す く 日 照 を 十 分 考 慮 し た 場 所 を 選 定 す る と と

も に 、 環 境 保 全 及 び 防 災 上 の 避 難 地 と し て 適 合 す る よ う 配 置

し な け れ ば な ら な い 。  

⑵  公 園 の 敷 地 は 、 著 し い 峡 長 及 び 屈 曲 が な い 正 方 形 、 長 方 形

等 の 平 坦 地 で あ る こ と 。  

⑶  公 園 に 接 す る 道 路 は 、 原 則 と し て 歩 道 を 有 す る も の と す る 。  

⑷  障 害 者 、 高 齢 者 等 に 配 慮 し た も の と し 、 詳 細 に つ い て は 市

又 は 神 奈 川 県 の 関 係 施 策 に 従 う こ と 。  

３  遊 具 施 設 等  

⑴  公 園 内 に は 、 都 市 公 園 法 （ 昭 和 ３ １ 年 法 律 第 ７ ９ 号 ） 第 ２

条 第 ２ 項 に 規 定 す る 公 園 施 設 を 設 置 す る こ と 。 こ の 場 合 に お

い て 、 施 設 の 個 数 及 び 設 置 箇 所 に つ い て は 、 別 途 協 議 す る こ

と 。  

⑵  公 園 の 出 入 口 は 原 則 と し て ２ 箇 所 以 上 設 け 、 主 な 出 入 口 付

近 に 公 園 名 称 を 表 示 す る こ と 。  

⑶  公 園 名 称 に つ い て は 、 市 長 の 指 示 に 従 う こ と 。  

⑷  公 園 の 周 囲 に は 、 柵 そ の 他 同 等 の 機 能 を 有 す る も の を 設 置

し 、 危 険 箇 所 に つ い て は 高 さ １ ． ２ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。  

⑸  照 明 施 設 は 、 自 動 点 滅 装 置 付 Ｌ Ｅ Ｄ 灯 等 と し 、 公 園 内 の 配

線 は 、 原 則 と し て 地 中 埋 設 と す る こ と 。  

⑹  公 園 内 に 設 置 す る 遊 具 施 設 等 は 、 自 然 環 境 を 考 慮 し 、 木 製 、  

塩 害 に 強 い ア ル ミ 製 、 ス テ ン レ ス 製 等 と す る こ と 。  

４  公 園 の 緑 化  

⑴  公 園 内 は 、 広 場 及 び 遊 具 施 設 等 の 配 置 を 考 慮 し て 、 で き る

限 り 緑 化 す る こ と 。  

⑵  植 栽 す る 樹 木 に つ い て は 、 別 に 定 め る 市 域 に 適 し た 樹 木 等

に 関 す る 指 針 を 参 考 と す る ほ か 、 市 長 の 指 示 に 従 う こ と 。  

５  占 用 物 件  
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公 園 内 に は 、 公 園 施 設 以 外 の 施 設 を 設 置 し な い こ と 。 た だ し 、

市 長 が や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め た 場 合 は 、 こ の 限 り で な

い 。  

６  境 界 標 識 の 設 置  

市 に 帰 属 す る 公 園 に つ い て は 、 境 界 標 識 を 設 置 す る こ と 。  

７  公 園 の 市 へ の 帰 属  

市 に 帰 属 す る 公 園 は 、 面 積 ３ ０ ０ 平 方 メ ー ト ル 以 上 の も の と

す る ほ か 、 公 園 の 市 へ の 帰 属 に つ い て は 、 法 令 に 定 め る も の の

ほ か 、 必 要 に 応 じ 市 長 と 協 議 す る も の と す る 。  

別 表 第 1 2（ 第 5 2 条 関 係 ）  

雨 水 等 浸 透 施 設 の 設 置 等 に 関 す る 基 準  

１  雨 水 等 浸 透 施 設 は 、 急 傾 斜 地 の 崩 壊 に よ る 災 害 の 防 止 に 関 す

る 法 律 （ 昭 和 4 4年 法 律 第 5 7号 ） 第 ３ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 指 定

さ れ た 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 区 域 に 設 置 し て は な ら な い 。  

２  雨 水 等 浸 透 施 設 は 、 開 発 事 業 区 域 の 内 外 の 地 形 、 地 質 そ の 他

処 理 に 伴 う 安 全 性 に 関 す る 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て 設 置 し な け れ

ば な ら な い 。  

３  雨 水 等 浸 透 施 設 を 設 置 す る 位 置 は 、 次 の と お り と す る 。  

⑴  建 築 物 の 基 礎 及 び 隣 地 境 界 線 か ら 原 則 と し て 3 0 セ ン チ メ

ー ト ル 以 上 の 間 隔 を 確 保 す る こ と 。  

⑵  他 の 雨 水 等 浸 透 施 設 か ら 原 則 と し て 1 . 5 メ ー ト ル 以 上 の 間

隔 を 確 保 す る こ と 。  

⑶  法 面 付 近 に 設 置 し な い も の と し 、 や む を 得 ず 法 面 に 近 接 し

て 設 置 す る 場 合 は 、 法 面 へ の 影 響 を 考 慮 し 、 必 要 な 離 隔 を 確

保 す る こ と 。  
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別 表 第 １ ３ （ 第 ５ ３ 条 関 係 ）  

区 域 内 の 排 水 施 設 の 整 備 に 関 す る 基 準  

１  計 画 雨 水 量  

⑴  計 画 雨 水 量 は 、 次 式 に よ る こ と 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵  排 水 管 き ょ の 流 量 計 算 は 、 次 式 に よ る こ と 。  

Ｑ ＝ Ａ ・ Ｖ  

 

 

Ｑ ： 流 量 （ ｍ 3 ／ s e c）  

Ａ ： 流 水 の 断 面 積 （ ㎡ ）  

Ｖ ： 流 速 （ ｍ ／ s e c）  

ｎ ： 粗 度 係 数  

 

そ の 他 の 排 水 施 設 に よ る 粗 度 係 数 の 値 は 、 別 途 協 議 に よ る 。  

Ｒ ： 径 深 （ ｍ ） ＝  

 

Ｐ ： 流 水 の 辺 長 （ ｍ ）  

Ｉ ： 勾 配 （ 分 数 又 は 小 数 ）  

２  計 画 汚 水 量  

⑴  計 画 汚 水 量 は 、 家 庭 汚 水 量 、 工 場 排 水 量 及 び 地 下 水 量 に 区

分 し 算 出 す る こ と 。  

⑵  計 画 汚 水 量 は 、 計 画 時 間 最 大 汚 水 量 と す る こ と 。  

種  別  粗 度 係 数  

硬 質 塩 化 ビ ニ

ー ル 管  

0 . 0 1 0  

鉄 筋 コ ン ク リ

ー ト 管  

0 . 0 1 3  

コ ン ク リ ー ト

水 路  

0 . 0 1 5  

 1
360

Q：計画雨水量（m    /sec)

C：流出係数

流出係数 種別 流出係数

0.90 緑地 0.20

0.85 畑 0.60

0.80 勾配の緩い山地 0.30

0.80 勾配の急な山地 0.50

0.20

田・水面

間地

その他の土地利用による流出係数の値は、別途協議をする。

種別

屋根

道路

不浸透面

Q＝ C・I・A

3

 

t　　＝流入時間＝7分

t ＝流下時間

A：集水面積（ha）

)

5700
t+40

＝I ：降雨強度（ｍｍ/ｈ）

（t＝t　+　t
1

2

1 2
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別 表 第 １ ４ （ 第 ５ ５ 条 関 係 ）  

調 整 池 の 設 置 に 関 す る 基 準  

１  調 整 池 の 容 量 は 、 次 式 に よ る こ と 。  

Ｖ ＝ （ γ ｉ －   γ ｃ ） ・ ６ ０ ・ ｔ ｉ ・ ｆ ・ Ａ ・  

 

Ｖ ： 調 整 池 容 量 （ ｍ 3 ）  

ｔ ｉ ： 任 意 の 降 雨 継 続 時 間 （ m i n）  

ｆ ： 流 出 係 数  

Ａ ： 集 水 区 域 面 積 （ h a）  

γ ｉ ： 任 意 の 降 雨 継 続 時 間 ｔ ｉ に 相 当 す る 降 雨 強 度 （ ㎜ ／

ｈ ）  

γ ｉ ＝  

 

γ ｃ ： 許 容 放 流 量 Ｑ ｃ に 相 当 す る 降 雨 強 度 （ ㎜ ／ ｈ ）  

 

γ ｃ ＝  

 

Ｑ ｃ ： 許 容 放 流 量 （ ｍ 3 ／ s e c）  

Ｑ ｃ ＝ ｑ ｃ ・ Ａ  

ｑ ｃ ： 許 容 比 流 量 （ ｍ 3 ／ s e c／ h a）  

２  オ リ フ ィ ス の 放 流 量 は 、 次 式 に よ る こ と 。  

Ｑ ０ ＝ Ｃ ・ Ａ ０  

 

Ｑ ０ ： 放 流 量 （ ｍ 3 ／ s e c）  

Ｃ ： 流 量 係 数 （ ０ ． ６ ）  

Ａ ０ ： オ リ フ ィ ス の 断 面 積 （ ㎡ ）  

ｇ ： 重 力 加 速 度 （ ９ ． ８ ｍ ／ s e c 2 ）  

Ｈ ０ ： 孔 口 中 心 ま で の 水 深 （ ｍ ）  


